
59

《
論　

文
》

分タ
ク
ソ
ノ
ミ
ス
ト

類
学
者
：
河
野
本
道
の
ア
イ
ヌ
民
族
否
定
論
（
上
）

マ
ー
ク
・
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

一
つ
の
歴
史
的
な
経
験
を
他
の
歴
史
的
な
経
験
か
ら
分
離
す
る
完

全
な
障
壁
は
け
っ
し
て
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
古
典
的
帝

国
主
義
の
全
時
代
を
わ
た
っ
て
存
続
し
て
い
た
黒
と
白
、
あ
る
い

は
帝
国
の
権
威
と
原
住
民
と
の
あ
い
だ
の
原
点
的
、
そ
し
て
私
に

言
わ
せ
れ
ば
、
エ抵

抗
を
も
含
め
て
す
べ
て
を
可
能
に
し
た

ネ
イ
ブ
リ
ン
グ
な
断
絶
を
無
視
す
る
の
は
間
違

い
だ
。
問
題
は
、
い
ず
れ
の
力
を
弱
め
る
こ
と
な
く
、
多
く
の
点

で
は
相
反
す
る
こ
の
二
つ
の
着
想
を
同
時
に
念
頭
に
置
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
一
方
で
は
、
帝
国
の
断
絶
の
事
実
が
あ
り
、
他
方

で
は
、
か
ら
ま
り
あ
う
経
験
が
あ
る
の
だ
。

 

―
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｗ
・
サ
イ
ー
ド）

（
（

は
じ
め
に

―
河
野
本
道
と
「
行
動
す
る
保
守
」

二
〇
一
四
年
八
月
二
四
日
の
日
曜
日
午
後
六
時
頃
か
ら
、
札
幌
の
東

区
民
セ
ン
タ
ー
の
三
階
講
義
室
に
、「『
ア
イ
ヌ
民
族
は
も
う
い
な
い
』

発
言
の
真
実
―
金
子
や
す
ゆ
き
市
議
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
た
集
会

が
あ
っ
た
。「
日
本
の
た
め
行
動
す
る
会
」（「
日
行
会）

（
（

」）
と
い
う
札
幌

の
「
行
動
す
る
保
守）

（
（

」
で
あ
り
、
日
本
会
議
北
海
道
本
部
の
実
行
部
隊

を
自
認
す
る
団
体
の
主
催
で
あ
っ
た
。
当
日
か
ら
一
三
日
前
に
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
「
ア
イ
ヌ
民
族
な
ん
て
、
い
ま
は
も
う
い
な
い
ん
で
す
よ

ね
。
せ
い
ぜ
い
ア
イ
ヌ
系
日
本
人
が
良
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
利
権
を
行

使
し
ま
く
っ
て
い
る
こ
の
不
合
理
。
納
税
者
に
説
明
で
き
ま
せ
ん
。」

と
呟
き
、
後
に
大
き
く
社
会
問
題
化
し
た）

（
（

こ
の
発
言
を
行
な
っ
た
札
幌

市
議
会
自
由
民
主
党
・
市
民
会
議
所
属
議
員
（
当
時
）
の
金
子
快
之
を

支
援
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。
集
会
の
講
師
と
し
て
呼
ば
れ
た
の

は
、
旭
川
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
の
医
師
・
的
場
光
昭
（
一
九
五

四
～
）、
帯
広
選
出
の
北
海
道
議
会
議
員
（
当
時
）
の
小
野
寺
秀
（
一

九
六
三
～
）、
そ
し
て
、
文
化
人
類
学
者
の
河
野
本
道
（
一
九
三
九
～

二
〇
一
五
）
で
あ
っ
た
。

的
場
は
、
日
行
会
代
表
の
沢
田
英
一
（
歯
科
医
師
）
と
同
じ
く
、
西
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部
邁
責
任
編
集
『
北
の
発
言
』
ま
た
は
『
正
論
』
な
ど
の
保
守
系
言
論

誌
の
定
期
寄
稿
者
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
南
京
大
虐
殺
否
定
論
や
ナ
チ
ス

賛
美
に
立
っ
た
著
作
を
多
数
出
版
し
て
い
る
展
転
社
と
い
う
出
版
社
か

ら
『
ア
イ
ヌ
先
住
民
族
そ
の
真
実
―
疑
問
だ
ら
け
の
国
会
決
議
と
歴
史

の
捏
造
』（
二
〇
〇
九
年
）
や
『
ア
イ
ヌ
先
住
民
族
、
そ
の
不
都
合
な

真
実
11
』（
二
〇
一
二
年
、
改
訂
増
補
版
二
〇
一
四
年
）
と
い
っ
た
歴

史
改
ざ
ん
主
義
本
の
著
者
で
あ
る）

（
（

。
同
本
は
集
会
で
は
販
売
も
さ
れ
て

お
り
、
集
会
か
ら
た
っ
た
三
ヶ
月
後
に
は
ま
た
彼
は
重
複
す
る
内
容
の

新
刊
『
ア
イ
ヌ
民
族
っ
て
本
当
に
い
る
の
？
金
子
札
幌
市
議
、『
ア
イ

ヌ
、
い
な
い
』
発
言
の
真
実
』
を
同
じ
展
転
社
か
ら
出
し
た）

（
（

。
小
野
寺

は
、
二
〇
〇
九
年
よ
り
道
議
会
予
算
委
員
会
な
ど
で
ア
イ
ヌ
施
策
に
つ

い
て
の
質
問
を
重
ね
る
中
、
所
属
す
る
自
民
党
を
は
じ
め
日
本
政
府
の

ア
イ
ヌ
政
策
推
進
へ
の
取
り
組
み
の
意
に
根
幹
か
ら
反
す
る
よ
う
な
、

ア
イ
ヌ
へ
の
差
別
煽
動
表
現
や
先
住
民
族
と
し
て
の
地
位
を
否
定
す
る

内
容
の
発
言
を
ネ
ッ
ト
上
で
発
信
し
続
け
て
い
る
。

そ
し
て
、
当
時
七
四
歳
に
な
っ
て
い
た
河
野
本
道
。
大
学
紛
争
期
に

彼
は
東
京
大
学
の
「
文
化
人
類
学
コ
ー
ス
闘
争
委
員
会
」（
文
人
闘
争

委
）
メ
ン
バ
ー
で
、「『
全
闘
連
』
の
一
員
と
し
て
、
白
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
か
ぶ
っ
て
デ
モ
や
集
会
に
、
安
田
講
堂
の
封
鎖
維
持
に
参
加
し
、
ま

た
文
化
人
類
学
研
究
室
を
封
鎖
し
て
一
年
以
上
も
立
て
籠
も
り
」、
文

化
人
類
学
研
究
室
の
「
無
期
限
ス
ト
ラ
イ
キ
」
に
参
加
し
、「
随
時
開

か
れ
る
闘
争
委
員
会
」
で
い
つ
も
「
最
後
に
重
々
し
く
発
言
」
を
し
た

と
同
級
生
が
回
想
す
る）

（
（

。
な
お
、
彼
は
日
本
の
人
類
学
や
民
族
誌
的
記

述
と
帝
国
主
義
や
植
民
地
支
配
と
の
関
係
を
初
め
て
批
判
的
に
検
討

し
、
研
究
倫
理
な
ど
に
関
す
る
議
論
に
敏
感
な
世
代
の
文
化
人
類
学
者

の
一
人
だ
っ
た
は
ず
だ）

（
（

。
そ
の
河
野
本
道
が
、
こ
の
よ
う
な
保
守
勢
力

や
差
別
主
義
一
色
に
染
め
ら
れ
た
場）

（
（

に
た
ど
り
着
い
た
こ
と
に
は
、

い
っ
た
い
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
否
、
河
野
本
道
こ
そ
が
、
こ
の

集
会
ま
で
に
は
、
少
な
く
と
も
二
〇
年
間
を
か
け
て
は
積
極
的
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

近
年

（
そ
し
て
、
特
に
二
〇
〇
八
年
の
「
ア
イ
ヌ
民
族
を
先
住
民
族
と
す
る

こ
と
を
求
め
る
国
会
決
議
」
可
決
以
来
）
に
見
ら
れ
た
ア
イ
ヌ
民
族
否

定
言
説
の
下
敷
き
を
地
道
に
作
り
上
げ
た
当
の
人
物
で
は
な
い
か
。

彼
は
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
ア
イ
ヌ
を
「
民
族
」
と
認
め
な
か
っ
た
。

「
民
族
」
か
否
か
。
そ
れ
自
体
の
学
者
に
よ
る
（
し
ば
し
ば
勝
手
な
）

判
断
や
ラ
ベ
リ
ン
グ
や
承
認
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
損
害
は
な
い
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
国
際
法
上
に
先
住
民
族

（indigenous peoples

）
で
あ
る
ア
イ
ヌ
に
関
し
て
重
要
な
の
は
、
彼

ら
が
他
の
す
べ
て
の
「
ピ
ー
プ
ル
ズ
」
と
同
じ
よ
う
に
、
自
己
決
定
権

を
有
し
て
い
る
こ
と
だ
。
し
か
し
、
河
野
が
か
つ
て
登
場
し
て
い
た
本

の
も
う
一
人
の
分
担
執
筆
者
で
あ
っ
た
冨
山
一
郎
が
言
う
よ
う
に
、

「
民
族
や
そ
の
文
化
を
語
る
作
業
は
、
乱
暴
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
自

分
で
自
分
の
名
前
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
誰
か
が
誰
か
を

名
づ
け
る
と
い
う
営
み
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
の
だ）

（1
（

。
こ
の
こ
と
の
意
味

を
河
野
は
軽
視
し
す
ぎ
た
と
思
う
。「
こ
う
し
た
名
づ
け
る
と
い
う
営
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類学者：河野本道のアイヌ民族否定論（上）

み
は
、
そ
の
名
前
が
表
明
さ
れ
る
場
の
さ
ま
ざ
ま
な
権
力
的
な
力
関
係

や
社
会
関
係
と
無
縁
に
は
、
決
し
て
成
立
し
え
な
い）

（（
（

」
の
で
あ
り
、
そ

れ
も
し
ば
し
ば
人
に
生
き
方
ま
で
強
い
る
こ
と
に
な
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
先
ほ
ど
か
ら

言
及
し
て
い
る
集
会
で
は
、
河
野
自
身
が
言
っ
た
。「
民
族
」
と
は

「
デ
タ
ラ
メ
な
ん
で
す
ね
、
生
き
方
と
し
て
は
」
と
言
っ
た
の
だ）

（1
（

。
一

方
で
、
そ
し
て
こ
れ
も
冨
山
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
だ
が
、
こ
う
し
た

「
さ
ま
ざ
ま
な
権
力
的
な
力
関
係
や
社
会
関
係
」
と
、
例
え
ば
「
研
究

者
」
が
無
縁
に
な
り
え
な
い
か
ら
こ
そ
、「
客
観
的
に
文
化
を
分
類
し

た
り
定
義
し
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
場
に
お
い

て
、
文
化
や
民
族
を
表
明
す
る
の
か
、
そ
の
主
張
さ
れ
る
起
点
を
具
体

的
に
考
え
る
」
と
い
う
行
為
は
、
同
時
に
、「
今
あ
る
人
と
人
の
つ
な

が
り
を
新
た
に
組
み
直
し
て
い
く
営
み）

（1
（

」
の
き
っ
か
け
と
も
な
れ
る
こ

と
を
、
河
野
は
ま
っ
た
く
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。

八
月
二
四
日
の
集
会
。「
的
場
先
生
が
基
本
的
な
こ
と
を
実
に
論
理

的
に
ご
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
」
と
自
分
が
登
壇
す
る
前
の
発
言
者
を

褒
め
て
み
せ
た
後
に
、
河
野
が
発
表
し
た
内
容
は
そ
の
数
年
間
の
著
作

物
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
書
か
れ
た
こ
と
の
繋
ぎ
合
わ
せ
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
。
マ
ス
コ
ミ
や
、
特
に
北
海
道
新
聞
の
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
「
偏

向
報
道
」。
社
団
法
人
北
海
道
ウ
タ
リ
（
二
〇
〇
八
年
に
ウ
タ
リ
を
ア

イ
ヌ
と
改
称
し
た
）
協
会
の
行
政
と
の
「
利
権
的
」
な
関
係
。「
御
用

研
究
者
」
の
同
協
会
へ
の
知
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
彼
が
一
〇
年
間
に
も

関
わ
っ
た
同
協
会
の
ア
イ
ヌ
史
編
集
事
業
で
の
経
験
。
そ
こ
に
自
分
が

編
集
員
と
し
て
「
中
に
い
な
が
ら
」「
ア
イ
ヌ
っ
て
何
な
ん
だ
」
を
問

い
か
け
続
け
た
こ
と
。「
意
地
悪
で
す
か
ら
、
ア
イ
ヌ
な
ら
証
明
し
ろ
」

な
ど
と
言
っ
た
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、「
人
種
」
や
「
民
族
」
に
関
す
る

話
へ
と
彼
は
進
ん
で
い
っ
た
。

「
そ
れ
ま
で
民
族
だ
と
か
人
種
だ
と
か
こ
だ
わ
っ
て
い
た
時
代
か
ら

脱
し
ま
し
て
」、
河
野
は
人
類
学
者
の
帝
国
主
義
と
の
協
力
、
あ
る
い

は
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
対
す
る
戦
後
に
お
け
る
反
省
か
ら
、
ユ
ネ
ス
コ
に

よ
る
一
連
の
「
人
種
」
に
関
す
る
声
明
を
言
及
し
た）

（1
（

。
人
類
学
者
が

「
仮
に
設
定
し
た
枠
で
し
か
」
な
い
分
類
法
に
は
よ
っ
て
「
人
種
と
い

う
の
は
遺
伝
的
に
決
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
よ
」
と
し
て
お
き
な
が
ら
、

「
民
族
の
概
念
は
ね
、
こ
れ
は
も
っ
と
い
い
加
減
だ
」
と
も
言
い
切
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
の
帝
国
議
会
に
お
い
て
、「
民
族
」
が
「
国
民
」

を
上
回
る
「
精
神
的
な
意
味
合
い
を
つ
け
て
」
国
民
統
合
の
た
め
の

「
さ
ら
に
か
っ
こ
つ
け
る
」
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
た
歴
史
を
も
つ
か
ら

だ）
（1
（

。
そ
う
し
て
彼
は
、「
地
域
と
時
間
設
定
を
し
な
い
と
民
族
と
い
う

の
は
は
っ
き
り
し
て
来
な
い
」
も
の
と
し
て
、
政
治
的
な
目
標
達
成
の

た
め
に
は
「
民
族
と
い
う
言
葉
は
で
す
ね
、
便
利
な
ん
で
す
よ
」
と
結

論
づ
け
た
。

そ
れ
に
続
き
、
金
子
快
之
の
発
言
に
関
し
て
、
河
野
は
「
ア
イ
ヌ
民

族 
存
在
す
る
」
と
い
う
北
海
道
新
聞
の
記
事
の
括
弧
つ
き
の
見
出
し

を
会
場
に
見
せ
つ
け
た
。
こ
れ
が
ま
る
で
「ST

A
P

細
胞
は
存
在
し
ま

す
」
を
言
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
だ
と
言
い
、
会
場
か
ら
大
き
な
笑
い
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を
取
っ
た）

（1
（

。
金
子
自
身
に
関
し
て
は
、
彼
が
単
に
政
策
の
「
是
正
し
よ

う
と
し
た
正
義
感
の
あ
る
方
で
す
よ
」
と
ア
ピ
ー
ル
も
し
た
。
そ
し
て

最
後
に
、
河
野
は
二
〇
〇
八
年
の
「
ア
イ
ヌ
民
族
を
先
住
民
族
と
す
る

こ
と
を
求
め
る
国
会
決
議
」
を
審
議
な
し
に
両
院
を
通
過
し
た
も
の
だ

と
批
判
し
、
日
本
史
で
言
う
縄
文
時
代
か
ら
本
州
と
の
海
の
「
交
通

路
」
を
通
し
た
交
流
が
ず
っ
と
あ
っ
た
た
め
、
ア
イ
ヌ
に
は
「
先
住
民

族
と
い
う
言
い
方
は
絶
対
に
で
き
な
い
で
す
」、「
人
類
学
者
と
し
て
言

う
、
ア
イ
ヌ
と
和
人
の
間
に
は
先
住
民
関
係
は
な
い
で
す
」
と
こ
の
日

の
発
表
を
締
め
く
く
っ
た
の
で
あ
る）

（1
（

。
こ
の
集
会
か
ら
、
一
ヶ
月
後
の

九
月
二
〇
日
に
、
同
じ
日
行
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
河
野
本
道
が
ま
た

参
加
し
た
。
金
子
の
所
属
す
る
会
派
か
ら
離
脱
勧
告
が
出
さ
れ
、
自
民

党
札
幌
支
部
連
合
会
か
ら
除
名
処
分
も
受
け
て
、
そ
し
て
議
員
辞
職
勧

告
決
議
案
が
二
日
後
に
定
例
市
議
会
に
提
出
さ
れ
る
見
込
み
だ
っ
た
中

で
、
そ
の
金
子
を
応
援
す
る
「
金
子
市
議
応
援
セ
ミ
ナ
ー
『
絶
対
絶

命
・
金
子
市
議
、
ア
イ
ヌ
利
権
の
闇
を
語
る
』
と
い
う
も
の
だ
っ
た）

（1
（

。

こ
こ
に
は
ま
た
、
小
野
寺
秀
と
金
子
本
人
が
河
野
と
と
も
に
発
表
台
に

上
が
っ
た
。

見
込
み
通
り
、
八
月
二
二
日
に
、
札
幌
市
議
会
に
て
「
金
子
や
す
ゆ

き
議
員
に
対
す
る
議
員
辞
職
を
求
め
る
決
議
」
は
可
決
さ
れ
た
。
撤
回

と
謝
罪
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
自
民
党
・
市
民
会
議
が
提
出
し
た
「
金
子

や
す
ゆ
き
議
員
に
対
し
一
連
の
ア
イ
ヌ
民
族
に
対
す
る
発
言
の
撤
回
・

謝
罪
と
猛
省
を
求
め
る
決
議
」
は
否
決
と
さ
れ
た
。
議
員
辞
職
勧
告
決

議
の
提
案
理
由
に
つ
い
て
、
当
時
民
主
党
の
札
幌
市
議
だ
っ
た
大
嶋
薫

議
員
は
「
差
別
の
再
生
産
を
や
め
よ
う
と
言
い
な
が
ら
、
ア
イ
ヌ
民
族

に
対
す
る
憎
悪
や
差
別
を
煽
動
し
て
い
る
の
は
、
金
子
議
員
自
身
」
で

あ
る
と
説
明
し
た
。
国
際
条
約
上
で
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
が
差
別
煽

動
表
現
と
訳
さ
れ
る
通
り）

（1
（

、
こ
れ
は
公
人
で
あ
っ
た
金
子
の
発
言
が
実

質
的
に
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
も
の
だ
っ
た
。
民

族
的
属
性
そ
の
も
の
の
否
定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
イ
ヌ
民
族
で
あ
れ
ば

不
正
を
働
く
も
の
で
あ
る
と
の
解
釈
を
許
容
す
る
内
容
で
、
さ
ら
に
そ

れ
が
単
に
発
言
者
の
中
に
あ
る
偏
見
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
責
任
を
「
納
税
者
」
に
押
し
付
け
る
も
の
だ
っ
た
の

で
あ
る）

11
（

。
金
子
は
法
的
拘
束
力
を
欠
け
る
辞
職
勧
告
に
は
応
じ
ず
、
無

所
属
議
員
と
し
て
活
動
を
続
け
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
五
年
四
月
の
札

幌
市
議
選
で
は
、
金
子
は
得
票
を
半
滅
さ
せ
て
落
選
し
た
。
他
に
日
行

会
を
母
体
と
す
る
「
保
守
党
北
海
道
」
二
名
、
自
民
党
の
川
田
匡
桐

（
一
九
六
九
年
～）

1（
（

）
と
、
ア
イ
ヌ
民
族
否
定
論
を
公
言
と
す
る
候
補
者

が
次
々
と
落
選
し
た
の
で
あ
る
。
同
時
期
の
北
海
道
議
会
選
挙
に
は
、

小
野
寺
秀
は
出
馬
せ
ず
、
後
継
候
補
者
が
落
選
し
た
。
河
野
本
道
は
選

挙
を
待
た
ず
し
て
三
月
に
死
去
し
た
。

し
か
し
、
河
野
本
道
の
保
守
系
団
体
と
の
関
わ
り
は
、
金
子
発
言
が

き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
の
「
ア
イ

ヌ
民
族
を
先
住
民
族
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
国
会
決
議
」
の
可
決
を
受

け
て
、
彼
は
北
海
道
の
月
刊
誌
『
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
七
月
号
よ
り
七
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回
に
わ
た
っ
て
「
緊
急
提
言
！
」
の
連
載
を
寄
稿
し
た
。
同
時
期
に
国

会
決
議
の
可
決
に
喚
起
さ
れ
て
、
ア
イ
ヌ
の
特
集
を
準
備
し
て
い
た
漫

画
家
の
小
林
よ
し
の
り
の
目
に
、
こ
の
連
載
が
と
ま
っ
た
。
河
野
は
小

林
の
取
材
に
応
じ
て
、
後
に
漫
画
に
お
い
て
も
登
場
し
、
漫
画
の
全
体

の
内
容
に
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る）

11
（

。
一
方
で
、
河
野
は

そ
の
後
、
小
林
の
取
材
の
他
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
で
あ
っ
た
（
そ
し

て
、
お
そ
ら
く
河
野
自
身
が
小
林
に
紹
介
し
た
）
彫
刻
家
、
砂
澤
ビ
ッ

キ
の
二
度
目
の
結
婚
の
長
男
で
あ
る
砂
澤
陣
（
一
九
六
三
年
～）

11
（

）
や
前

記
の
的
場
や
小
野
寺
と
一
緒
に
、
定
期
的
に
集
会
や
保
守
系
メ
デ
ィ
ア

の
出
演
を
繰
り
返
し
た
。

二
〇
一
一
年
九
月
四
日
、
保
守
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
有
本
香
主
催
の

セ
ミ
ナ
ー
「
ア
イ
ヌ
と
は
何
か
」
に
小
野
寺
秀
と
砂
澤
陣
と
三
名
で
講

師
。
二
〇
一
二
年
二
月
四
日
、「
日
本
文
化
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
」
の
番
組

「
報
道
ス
ペ
シ
ャ
ル
―
ア
イ
ヌ
問
題
の
真
実
」
に
小
野
寺
秀
と
砂
澤
陣

と
高
清
水
有
子
と
水
島
総
と
出
演）

11
（

。
二
〇
一
二
年
五
月
一
二
日
、「
あ

さ
ひ
か
わ
保
守
政
策
研
究
会
」
主
催
の
「
第
一
回
ア
イ
ヌ
問
題
を
考
え

る
研
究
会
」
講
師
を
川
田
匡
桐
と
一
緒
に
務
め
た）

11
（

。
二
〇
一
二
年
八
月

二
六
日
、
札
幌
護
国
神
社
で
「
自
主
憲
法
を
願
う
道
民
会
議
」（
日
行

会
の
前
身
団
体
）
主
催
「『
ア
イ
ヌ
民
族
』
問
題
学
習
会
」
講
師
を
的

場
光
昭
、
川
田
匡
桐
、
小
野
寺
秀
、
砂
澤
陣
と
と
も
に
務
め
た
（
こ
の

会
に
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
・
研
究
推
進
機
構
が
刊
行
す
る
ア
イ
ヌ
の

歴
史
と
文
化
に
関
す
る
小
中
学
生
の
「
副
読
本
」
が
日
本
を
多
民
族
社

会
と
し
て
描
い
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
て
国
会
で
質
問
を
し
た

義
家
弘
介
参
議
院
議
員
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
た）

11
（

）。
そ

し
て
、
こ
の
二
回
に
渡
る
金
子
快
之
の
応
援
セ
ミ
ナ
ー
。
二
〇
〇
八
年

以
降
、
河
野
本
道
は
、
国
会
決
議
を
き
っ
か
け
と
し
た
反
動
的
な
バ
ッ

ク
ラ
ッ
シ
ュ
で
も
あ
る
ア
イ
ヌ
の
社
会
的
地
位
を
貶
め
る
保
守
系
団
体

の
政
治
的
な
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
心
人
物
の
一
人
だ
っ

た
。

河
野
理
論
の
復
権
の
危
険
性

―
排
除
と
統
合
の
力
学
の
隠
蔽

二
〇
一
六
年
三
月
、『
無
言
の
背
中
―
河
野
本
道
さ
ん
追
悼
文
集
』

と
題
し
た
冊
子
が
発
行
さ
れ
た）

11
（

。「（
一
）
一
周
忌
ま
で
に
『
追
悼
文

集
』、（
二
）
三
～
五
年
を
目
処
に
『
遺
稿
集
』『
追
悼
論
文
集
』
な
ど

を
公
刊
す
る）

11
（

」
た
め
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
友
人
と
生
徒
た
ち
か
ら
な
る

「
河
野
本
道
先
生
追
悼
文
集
刊
行
会
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
河
野
本

道
が
長
年
関
わ
っ
た
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
さ
れ
た
。
文

集
は
、
河
野
の
遺
稿
と
な
っ
た
「『
銀
の
滴
降
る
降
る
ま
は
り
に
』
再

考
」
を
巻
頭
に
収
め
、
弔
辞
に
加
え
て
三
一
本
の
追
悼
文
、
年
譜
、
著

作
目
録
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
文
化
人
類
学
者
の
井
上
鉱
一
、

百
瀬
響
、
清
水
昭
俊
、
大
塚
和
義
、
佐
々
木
史
郎
。
考
古
学
者
の
宇
田

川
洋
。
言
語
学
者
の
村
崎
恭
子
。
歴
史
学
者
の
谷
本
昇
久
。
河
野
が
生

涯
に
わ
た
っ
て
親
し
く
し
て
き
た
多
く
の
ア
イ
ヌ
関
連
研
究
者
の
名
前
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が
目
立
つ
冊
子
と
な
っ
て
い
る
。
内
容
の
ほ
と
ん
ど
が
河
野
に
ま
つ
わ

る
私
的
な
回
想
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
彼
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
大
学
の
先
生

と
し
て
の
思
い
出
な
ど
、
追
悼
文
集
ら
し
い
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
。

「
憂
慮
す
る
人
類
学
者）

11
（

」、「
反
骨
精
神
」
溢
れ
た
「
情
理
を
重
ね
備

え
、
冷
徹
な
人
類
学
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
正
義
感
と
闘
争
心
に
溢
れ

た
情
熱
の
人）

11
（

」。
こ
う
し
た
言
葉
の
傍
に
、
彼
が
研
究
者
と
し
て
直
面

し
た
困
難
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
る
。「
批
判
・
非
難
と
排
斥
に
と
り

囲
ま
れ
る
苦
し
い
状
況
（
中
略
）
河
野
さ
ん
の
ア
イ
ヌ
認
識
は
、
一
部

の
ア
イ
ヌ
系
の
人
々
や
研
究
者
と
対
立
し
、
批
判
さ
れ
る
こ
と
を
予
め

含
み
込
ん
で
い
た）

1（
（

」。「
い
ろ
ん
な
分
野
の
研
究
者
が
特
論
を
展
開
し
て

い
ま
す
が
、
必
ず
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
河
野
本
道
批
判
を
繰
り
返
し
ま

す
。
ア
イ
ヌ
が
歴
史
を
語
っ
た
り
、
文
化
を
語
る
時
は
、
そ
の
研
究
者

た
ち
の
論
文
を
引
用
し
ま
す
。
ア
イ
ヌ
が
ア
イ
ヌ
に
よ
る
ア
イ
ヌ
の
為

の
歴
史
や
文
化
を
語
る
こ
と
を
誰
よ
り
も
望
ん
で
い
た
人
で
し
た
。
本

道
さ
ん
が
望
め
ば
望
む
だ
け
ア
イ
ヌ
は
違
う
方
向
に
進
み
ま
す
。
残
念

で
す）

11
（

」。
差
別
主
義
団
体
の
集
会
で
民
族
否
定
論
を
繰
り
広
げ
、
笑
い

を
取
る
同
一
人
物
か
、
目
を
疑
う
時
が
あ
る
。
い
っ
た
い
何
が
起
き
て

い
る
の
か
。
文
集
の
中
に
は
、
河
野
の
晩
年
の
活
動
に
つ
い
て
の
言
及

は
著
作
目
録
に
あ
る
前
記
の
連
載
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
の
記
載
以
外

に
は
、
跡
が
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
驚
く
こ
と
が
あ
る
。
河
野
本
道
は
、「
ア
イ

ヌ
と
和
人
の
間
に
は
先
住
民
関
係
は
な
い
」
と
言
い
張
り
、「『
先
住
民

族
』
と
し
て
の
『
ア
イ
ヌ
民
族
』
は
虚
像
の
利
権
集
団
」
な
ど
と
活
字

に
お
い
て
も
繰
り
返
し
発
言
を
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
河

野
さ
ん
の
ア
イ
ヌ
認
識
の
概
要
を
反
芻
し
、
そ
れ
が
国
際
連
合
先
住
民

権
利
宣
言
と
並
行
す
る
論
理
構
成
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
」
し
よ
う
と
し
て
い
る
論
者
が
こ
の
冊
子
に
登
場
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
同
じ
東
京
大
学
文
化
人
類
学
課
程
で
「
文
人
闘
争
委
」
メ
ン
バ
ー

時
代
か
ら
の
親
友
で
あ
っ
た
国
立
民
族
学
博
物
館
名
誉
教
授
・
総
合
研

究
大
学
院
大
学
名
誉
教
授
の
清
水
昭
俊
の
文
章
で
あ
る）

11
（

。「
河
野
さ
ん

は
ア
イ
ヌ
系
の
人
々
か
ら
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
た
り
、
学
説
を
ア
イ
ヌ
研

究
者
か
ら
批
判
さ
れ
て
、
批
判
・
非
難
と
排
斥
と
と
り
囲
ま
れ
る
苦
し

い
状
況
が
強
ま
り
、
遠
方
に
い
る
私
に
も
気
が
か
り
だ
っ
た
」
た
め
、

清
水
は
河
野
の
「
追
悼
の
手
む
け
と
し
た
い
」
想
い
か
ら
こ
の
文
章
を

書
い
た
と
言
う
。「
河
野
さ
ん
の
広
い
包
括
的
な
視
野
で
の
公
平
か
つ

論
理
的
な
論
説
は
、
部
分
的
立
場
の
主
張
や
運
動
を
ア
イ
ヌ
系
全
体
に

位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
部
分
的
立
場
で
全
体
を
代
表
し
よ
う
と
す

る
運
動
に
と
っ
て
は
、
迷
惑
だ
っ
た
に
違
い
な
い
」
も
の
だ
と
、
清
水

は
そ
れ
を
き
わ
め
て
高
く
評
価
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る）

11
（

。
ま
た
、
こ
こ

で
清
水
が
集
中
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
河
野
の
文
章
は
、
清
水
自
身
が

国
立
民
族
博
物
館
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
勤
め
た
一
九
九
二
年
よ
り

三
年
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
共
同
研
究
「
世
界
の
周
辺
諸
民
族
の
現

在
」
の
成
果
で
あ
る
清
水
編
著
『
周
辺
民
族
の
現
在
』（
世
界
思
想
社
、

一
九
九
八
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
現
代
の
『
ア
イ
ヌ
民
族
』」
で
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あ
る）

11
（

。
清
水
は
ま
ず
、
こ
の
論
文
に
お
い
て
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
河
野
の

「
ア
イ
ヌ
認
識
」
た
る
も
の
が
日
本
社
会
を
「
多
エ
ス
ニ
ッ
ク
」
な
も

の
と
し
て
捉
え
直
す
視
点
か
ら
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
主
張
し

て
い
る
。

河
野
さ
ん
は
、
考
察
す
る
人
々
の
現
状
を
、
旧
カ
ラ
フ
ト
千
島
の

人
々
を
含
め
た
広
い
視
野
で
、「
ア
イ
ヌ
系
の
人
々
」
な
い
し

「
ア
イ
ヌ
系
日
本
国
民
」
と
捉
え
る
。
思
考
を
さ
ま
ざ
ま
に
喚
起

す
る
こ
の
捉
え
方
が
、
私
に
は
魅
力
的
だ
っ
た
。「
日
本
国
民
」

の
概
念
を
「
ア
イ
ヌ
系
」
に
開
く
こ
と
は
、
同
時
に
、
そ
れ
を
所

謂
「
日
本
民
族
、
大
和
民
族
」
に
開
く
こ
と
で
も
あ
る
。
河
野
説

を
敷
衍
し
て
い
え
ば
、「
和
人
」
は
「
日
本
系
日
本
国
民
」
で
あ

り
、
日
本
国
民
の
現
状
は
、
ア
イ
ヌ
系
、
日
系
、
沖
縄
系
（
あ
る

い
は
『
ウ
チ
ナ
ー
系
』
と
呼
ぶ
べ
き
か
）、
コ
リ
ア
系
、
華
人
系

な
ど
か
ら
な
る
多
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
（
あ
る
い
は
マ
ル
チ
・
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
）
国
民
で
あ
る）

11
（

。

し
ば
し
待
つ
べ
し
。「『
日
本
国
民
』
の
概
念
」
は
い
っ
た
い
、
い
つ

の
時
代
に
お
い
て
「
所
謂
『
日
本
民
族
、
大
和
民
族
』」
あ
る
い
は

「
和
人
」
に
開
か
れ
て
い
な
か
っ
た

4

4

4

4

4

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
「
所
謂
」
と

い
う
語
に
こ
そ
問
題
の
す
べ
て
が
物
語
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

「
人
が
国
民
的
同
一
性
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
個
人
が
、
例
え

ば
『
日
本
人
で

―
即
時
的
に

―
あ
る
』
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

『
日
本
人
に
な
る
』
こ
と
で
あ
る
の
は
こ
の
た
め
な
の
」
だ
か
ら）

11
（

。「
日

本
民
族
、
大
和
民
族
」
あ
る
い
は
「
和
人
」
が
「
所
謂
」
と
言
え
て
し

ま
う
の
は
、「
個
人
の
な
か
に
あ
る
非
本
来
的
な
も
の
か
ら
本
来
的
な

も
の
へ
の
絶
え
ず
投
企
す
る
こ
と
、
本
来
的
な
日
本
人
へ
と
自
己
画
定

し
非
本
来
的
な
も
の
を
ど
う
に
か
排
除
し
よ
う
と
す
る
こ
と
、
そ
の
こ

と
こ
そ
が
人
が
『
日
本
人
で
あ
る
』
こ
と
の
内
実
な
の
」
だ
か
ら
で
あ

る）
11
（

。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
う
し
た
非
本
来
的
な
要
素
を
徹
底
し
て
排
除
す

る
と
本
来
的
な
国
民
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
、
非
本
来
的

な
要
素
を
絶
え
ず
統
合
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

言
わ
れ
て
い
る
ア
イ
ヌ
系
、
沖
縄
系
、
コ
リ
ア
系
、
華
系
な
ど
の
差
異

が
こ
の
よ
う
に
最
初
に
見
出
さ
れ
た
の
も
ま
さ
に
多
様
な
人
口
を
国
民

に
統
合
す
る
日
本
帝
国
主
義
の
時
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
近
代
以
降
、

「
ア
イ
ヌ
」
な
る
者
自
身
が
絶
え
ず
こ
の
非
本
来
性
と
本
来
性
の
狭
間

に
さ
ら
さ
れ
た
。

歴
史
家
の
小
川
正
人
は
ア
イ
ヌ
に
対
し
て
「
未
だ
に
自
ら
の
民
族
呼

称
を
定
め
き
れ
な
い
で
い
る
現
状
は
、〈
日
本
人
〉
の
主
体
的
な
姿
勢

が
依
然
と
し
て
脆
弱
で
あ
る
こ
と
の
反
映
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る）

11
（

が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
自
ら
の
本
来
性
が
疑
問
に
さ
ら
さ
ず
、
あ
る
い
は

そ
の
本
来
性
が
保
た
れ
る
た
め
に
非
本
来
的
で
異
質
な
他
者
を
ま
ず
そ

の
よ
う
な
異
質
な
も
の
と
し
て
識
別
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
国
民
的
同
一
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性
の
整
合
性
を
守
る
た
め
に
排
除
と
統
合
の
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め

で
も
あ
る
。「
日
系
日
本
国
民
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
中

性
的
か
つ
規
範
的
で
あ
り
、
無
印
で
不
透
明
か
つ
中
心
的
な
存
在
と
し

て
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
き
た
の
だ
。
徳
川
幕
府
に
よ
る
東
蝦

夷
地
直
轄
の
開
始
（
一
七
九
九
年
）
か
ら
初
出
が
あ
る
と
見
ら
れ
る

「
和
人
」
と
い
う
用
語
は
ま
た
、「
南
下
す
る
ロ
ジ
ア
帝
国
に
対
し
て
蝦

夷
地
を
確
保
す
る
一
手
段
と
し
て
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
『
同
化
』
政
策

的
発
想
が
政
策
レ
ベ
ル
に
登
場
す
る
時
点
で
使
用
さ
れ
、
そ
の
到
達
目

標
と
し
て
和
人
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
」
た）

11
（

。
こ
こ
に
も
動
的
な
力
学

が
見
ら
れ
る
。
近
世
に
お
い
て
は
、
幕
藩
制
国
家
固
有
の
風
俗
や
習
慣

を
具
備
し
構
成
員
に
な
る
ぐ
ら
い
の
意
味
を
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ

れ
も
後
に
「
ア
イ
ヌ
で
は
な
い
日
本
の
多
数
者
・
多
数
民
族
」
と
意
味

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

こ
の
力
学
を
無
視
し
た
上
で
「
日
系
日
本
国
民
」
を
た
だ
た
だ
多
様

な
国
民
の
中
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
と
宣
言
す
る
だ
け
で
は
、
暗
黙
の
ヒ

エ
ラ
ル
キ
ー
を
保
つ
そ
の
力
学
に
抵
抗
し
是
正
す
る
こ
と
な
ど
に
は
、

何
も
貢
献
を
し
な
い
。
私
が
こ
れ
ま
で
研
究
を
重
ね
て
注
目
し
た
著
者

の
佐
々
木
昌
雄
が
か
つ
て
「
こ
の
〈
日
本
〉
に
お
い
て
、『
ア
イ
ヌ
』

と
は
『
ア
イ
ヌ
』
で
あ
る
」
と
い
う
「
奇
妙
な
決
定
法
」
に
つ
い
て
、

「
も
っ
と
も
手
が
込
ん
で
く
る
と
、『
ア
イ
ヌ
』
は
『
ア
イ
ヌ
』
で
あ
る

が
『
ア
イ
ヌ
』
で
は
な
い
、『
ア
イ
ヌ
系
日
本
人
』
な
の
だ
。（
ア
イ
ヌ

系
日
本
人
…
…
!?
や
っ
ぱ
り
日
本
人
系
日
本
人
と
は
違
う
ら
し
い
）」

と
書
い
た
の
も
、
こ
の
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た）

1（
（

。〈
ア
イ
ヌ
〉
が

最
初
か
ら
〈
ア
イ
ヌ
〉
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
国
民
的
同
一
性

に
と
っ
て
の
非
本
来
的
な
差
異
と
な
る
都
合
の
良
い
も
の
で
も
あ
る
か

ら
だ
。「
日
本
国
民
」
の
概
念
が
「
所
謂
『
日
本
民
族
、
大
和
民
族
』」

あ
る
い
は
「
和
人
」
に
開
か
れ
て
い
な
か
っ
た
時
が
な
か
っ
た
事
実
を

無
視
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
問
題
が
反
復
さ
れ
て
し
ま
う
。
な
お
、
ア
イ

ヌ
に
関
し
て
最
後
ま
で
「
民
族
」
と
い
う
語
を
斥
け
た
河
野
本
道
の
分

類
法
に
お
い
て
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
」
や
「
ナ

シ
ョ
ナ
ル
」
と
い
う
語
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
ら
は
、
果
た
し
て
彼
が
検
討
し
て
い
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
な
の

か
。清

水
は
こ
う
つ
づ
く
、

明
治
以
前
の
「
蝦
夷
地
」
住
人
は
、
幕
府
と
松
前
藩
を
は
じ
め
と

す
る
外
来
勢
力
に
よ
っ
て
「
蝦
夷
」
と
総
称
さ
れ
、
こ
の
他
称
は

後
に
ア
イ
ヌ
語
の
「
ア
イ
ヌ
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
、
ア
イ
ヌ
系

の
人
々
に
自
称
と
し
て
受
容
さ
れ
た
。
河
野
さ
ん
の
歴
史
認
識
で

は
、
幕
藩
期
の
蝦
夷
地
住
人
は
、
習
俗
慣
習
で
も
政
治
的
結
合
で

も
地
域
差
と
相
互
対
立
が
あ
り
、「
地
域
ご
と
に
お
お
よ
そ
自
立

的
な
民
族
的
集
団
に
別
れ
て
い
た
」（
１
６
２
ペ
ー
ジ
）。
明
治

以
降
の
同
化
政
策
は
、
ア
イ
ヌ
系
の
人
々
を
共
通
の
名
称
（「
ア

イ
ヌ
」）
な
い
し
「
ウ
タ
リ
」、
法
律
用
語
「
旧
土
人
」）
で
一
つ
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分
タクソノミスト

類学者：河野本道のアイヌ民族否定論（上）

に
束
ね
て
把
捉
し
た
。
強
制
的
な
同
化
政
策
は
、
ア
イ
ヌ
系
の

人
々
と
そ
の
文
化
に
対
す
る
根
強
い
差
別
意
識
を
醸
成
し
、
ア
イ

ヌ
系
の
文
化
を
変
容
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ア
イ
ヌ
系
と
和
人
（
日

系
）
と
の
境
界
を
低
め
、
人
的
に
多
く
を
流
出
さ
せ
た
。
こ
の
長

期
に
及
ぶ
ア
イ
ヌ
系
と
和
人
と
の
関
係
史
の
中
の
、
近
年
の
位
相

と
し
て
、
和
人
化
し
た
「
脱
ア
イ
ヌ
」
の
人
々
を

―
と
り
わ
け

次
に
述
べ
る
「
ア
イ
ヌ
民
族
」
の
自
覚
を
強
め
よ
う
と
す
る
運
動

と
の
対
比
で
「
一
般
国
民
と
し
て
自
ら
の
力
で
自
立
的
に
生
き
よ

う
と
す
る
人
々
」（
１
６
５
ペ
ー
ジ
）
を

―
河
野
さ
ん
は
「
ポ

ス
ト
・
ア
イ
ヌ
」
と
捉
え
る）

11
（

。

前
近
代
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の
こ
の
河
野
の
言
う
「
地
域
ご
と
」
の

「
民
族
的
集
団
」
に
お
い
て
何
が

4

4

「
民
族
的
」
だ
っ
た
の
か
。
そ
の
他

の
「
民
族
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
を
批
判
し
た
時
の
言
う
「
民
族
」
と

の
違
い
な
ど
の
明
確
な
説
明
を
、
彼
は
一
回
も
し
な
か
っ
た）

11
（

。「
民
族
」

と
い
う
言
葉
の
意
味
内
容
が
「
曖
昧
」
だ
と
言
い
な
が
ら
、
河
野
自
身

の
こ
の
言
葉
の
使
用
に
も
一
貫
性
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、「
蝦
夷
」
が

他
称
と
し
て
「
ア
イ
ヌ
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
自
称
と
し
て
受
容
さ
れ

た
具
体
的
な
歴
史
的

4

4

4

根
拠
も
示
さ
な
か
っ
た
の
だ
。
河
野
自
身
も
同
論

文
中
、「『
ア
イ
ヌ
』
と
い
う
語
は
、
今
日
往
々
に
し
て
自
称
と
し
て
の

起
源
や
、
こ
の
語
を
共
通
の
事
象
と
し
て
用
い
て
い
た
人
々
の
範
囲
に

つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い

4

4

4

4

4

4

」
と
し
て
い
る）

11
（

。「
他
称
と
し
て
の
『
ア
イ

ヌ
』
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
言
え
る
根
拠
も

こ
の
論
文
に
は
示
さ
ず
に
、「
今
日
の
よ
う
に
自
称
で
も
他
称
で
も
あ

る
民
族
呼
称
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

4

4

4

4

4

」
こ

と
に
文
章
が
留
め
ら
れ
て
い
る）

11
（

。
明
治
以
前
の
記
述
だ
と
、
江
戸
後
期

の
探
検
家
、
最
上
徳
内
（
一
七
五
四
年
～
一
八
三
六
年
）
の
『
渡
島
筆

記
』（
一
八
〇
八
年
）
に
は
「
夷
人
」
は
「
自
稱

4

4

し
て
ア
ヰ
ノ
」
と
言

い
「
こ
れ
を
呼
ん
で
ゑ
ぞ
と
い
へ
ば
喜
ば
ず
」
と
い
う
の
も
あ
り
、
ド

イ
ツ
医
師
Ｇ
・
Ｈ
・
ラ
ン
グ
ス
ド
ル
フ
も
『
世
界
周
航
期
、
一
八
一
二

年
』
に
「
ア
イ
ヌ
」
と
い
う
語
が
一
八
〇
五
年
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
記
録
し
て
い
る）

11
（

。「
起
源
」
と
「
用
い
ら
れ
て
い
た
範
囲
」
は
確
か

に
「
明
ら
か
で
な
い
」
が
、
他
称
か
ら
単
に
置
き
換
え
ら
れ
た
と
い
う

の
も
「
明
ら
か
で
な
い
」
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
こ
こ
で
や
は
り
「
和
人
化
」
す
る
ア
イ
ヌ
が
登
場
し
て
い

る
。「
ア
イ
ヌ
系
日
本
国
民
」
に
は
、
二
種
類
の
人
た
ち
が
い
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
和
人
化
」
し
た
「
一
般
国
民
と

し
て
自
ら
の
力
で
自
立
的
に
生
き
よ
う
と
す
る
」
人
々
は
未
だ
に
「
ア

イ
ヌ
系
日
本
国
民
」
な
の
で
あ
る
。「
ア
イ
ヌ
」
は
「
ア
イ
ヌ
」
で
あ

る
が
「
ア
イ
ヌ
」
で
は
な
い
。
い
つ
ま
で
経
っ
て
い
れ
ば
、「
和
人
化

し
た
『
脱
ア
イ
ヌ
』」
は
「
ア
イ
ヌ
系
日
本
国
民
」
な
の
だ
ろ
う
か
。

「
和
人
化
」
し
た
な
ら
ば
、「
和
人
」
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
と
も
、
こ

の
人
た
ち
は
「
旧
土
人
」
と
同
じ
よ
う
に
、
い
つ
ま
で
も
「
ポ
ス
ト
・

ア
イ
ヌ
」
に
と
ど
ま
る
運
命
な
の
か
。
や
は
り
「
日
本
国
民
」「
一
般
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国
民
」
へ
の
道
は
そ
う
簡
単
に
開
か
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
な
お
、「
脱
ア
イ
ヌ
」
と
い
う
今
で
も
口
上
で
よ
く
耳
に
す
る
言

葉
は
、
実
際
に
「
和
人
」
に
な
り
切
る
と
い
う
意
味
よ
り
も
、
む
し
ろ

誰
か
の
た
め
に
「
ア
イ
ヌ
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、「
ア
イ

ヌ
」
と
し
て
振
舞
わ
な
い
と
い
う
よ
う
な
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、
は
る
か

に
複
雑
な
意
味
合
い
を
含
ん
で
い
る
は
ず
で
あ
る
。

他
方
で
、
強
制
的
な
同
化
政
策
と
そ
れ
に
よ
る
文
化
変
容
は
、
ア

イ
ヌ
系
の
人
々
に
自
省
を
促
し
、
ア
イ
ヌ
政
策
、
ア
イ
ヌ
研
究
、

ア
イ
ヌ
の
現
状
な
ど
に
対
す
る
批
判
と
、
ア
イ
ヌ
復
興
に
向
け
た

運
動
と
生
み
出
し
た
。
と
り
わ
け
一
九
八
〇
年
代
以
降
、『
工
芸
、

縫
製
お
よ
び
刺
繍
、
芸
能
（
歌
舞
）、
儀
礼
、
言
語
』
な
ど
の
分

野
で
『
ア
イ
ヌ
文
化
』
の
『
復
興
・
再
現
活
動
』
が
活
発
に
な
っ

た
（
１
５
５
ペ
ー
ジ
）。
河
野
さ
ん
は
、
ア
イ
ヌ
新
法
の
推
進
、

『
祖
先
供
養
祭
、
慰
霊
祭
』
な
ど
儀
礼
の
復
活
実
施
、
国
際
先
住

民
運
動
へ
の
参
加
、
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
の
影
響
な
ど
、（
当
時

の
）
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
は
じ
め
様
々
な
組
織
に
よ
る
復
興
運
動

を
跡
づ
け
、
こ
う
し
た
運
動
に
よ
っ
て
『
強
い
民
族
意
識
を
表
明

す
る
人
々
』
を
『
ニ
ュ
ー
・
ア
イ
ヌ
』
と
名
づ
け
た
。
こ
の
復
興

運
動
の
高
ま
り
を
指
し
て
、『
今
日
、
新
し
い
『
ア
イ
ヌ
民
族
』

が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
』（
１
６
５
ペ
ー
ジ
）
と

も
述
べ
る）

11
（

。

な
る
ほ
ど
、「
民
族
意
識
」
は
、
特
に
近
代
以
降
の
社
会
に
お
け
る

資
源
や
権
力
を
め
ぐ
る
競
争
な
ど
に
左
右
さ
れ
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
同
じ

歴
史
的
条
件
の
も
と
で
復
興
運
動
に
関
わ
ら
ず
に
生
き
て
い
く
者
と
あ

え
て
区
別
す
る
理
由
が
定
か
で
は
な
い
。
歴
史
上
、
ア
イ
ヌ
と
し
て
の

同
一
性
へ
の
自
覚
を
戦
後
に
強
め
た
の
は
、「
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
を

は
じ
め
」
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
協
会
外
の
様
々
な
動
き
で
は
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か）

11
（

。「
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
祭
」、「
ノ
ッ
カ
マ
ッ
プ
＝

イ
チ
ャ
ル
パ
」、「
ク
ー
チ
ン
コ
ロ
顕
彰
祭
」、「
ア
シ
リ
チ
ェ
ッ
プ
＝
ノ

ミ
」
な
ど
と
河
野
が
こ
の
論
文
で
挙
げ
て
い
る
「『
ア
イ
ヌ
文
化
』
復

興
活
動
」
例
の
ほ
と
ん
ど
が
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
に
よ
っ
て
は
じ
ま
っ

た
も
の
で
は
な
い
。

ア
イ
ヌ
系
の
人
々
全
体
の
現
状
は
、『
ポ
ス
ト
』
と
『
ニ
ュ
ー
』

の
二
大
動
向
、
さ
ら
に
エ
ン
チ
ュ
ウ
（
カ
ラ
フ
ト
＝
ア
イ
ヌ
）
と

ク
リ
ル
＝
ア
イ
ヌ
を
含
め
て
、
多
様
で
あ
り
、
対
立
と
分
離
を
内

包
し
て
い
る
。
河
野
さ
ん
の
認
識
で
は
、
幕
藩
時
代
か
ら
『
現
代

も
含
め
た
ア
イ
ヌ
史
の
全
歴
史
的
過
程
に
お
い
て
、『
ア
イ
ヌ
』

（
系
の
人
々
）
が
全
体
と
し
て
単
一
の
「
民
族
」
的
ま
と
ま
り
を

示
し
た
と
い
う
事
実
は
な
い
』（
１
６
１
ペ
ー
ジ
）。
政
治
と

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
関
心
は
ニ
ュ
ー
・
ア
イ
ヌ
の
文
化
運
動
に
ハ
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イ
ラ
イ
ト
を
当
て
る
が
、
河
野
さ
ん
は
、
そ
の
背
後
で
静
か
に
進

ん
で
い
る
ポ
ス
ト
・
ア
イ
ヌ
の
動
向
も
重
要
で
あ
る
と
指
摘
す

る）
11
（

。

こ
の
「『
ポ
ス
ト
』
と
『
ニ
ュ
ー
』
の
二
大
動
向
」
の
問
題
に
つ
い

て
は
ま
た
後
述
す
る
が
、
た
と
え
自
分
も
ア
イ
ヌ
で
あ
る
こ
と
を
隠
そ4

う
と
す
る

4

4

4

4

こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
化
活
動
を
す
る
だ
け

で
「
ニ
ュ
ー
」
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
者
の
気
持
ち
を
想
像
す
る
だ

け
で
、
こ
こ
で
は
十
分
に
問
題
が
明
ら
か
だ
ろ
う
。
分
類
に
は
行
為
遂

行
的
な
力
が
伴
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
人
の
内
面
を
捏
ね
り
回
す

力
で
あ
る
。
人
が
「
和
人
と
し
て
生
き
る
に
し
て
も
、
ア
イ
ヌ
民
族
と

い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
選
択
す
る
に
し
て
も
、
ア
イ
ヌ
民
族
へ
と

つ
な
が
る
歴
史
を
意
識
し
な
が
ら
、
そ
の
事
実
へ
の
対
処
の
し
か
た
を

自
分
な
り
に
見
つ
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
点
で
、
既
に
そ
の
他
の

人
々
と
は
異
な
る
出
発
点
に
立
っ
て
い
る）

11
（

」
の
だ
。
こ
う
し
た
自
分
が

選
び
も
し
て
い
な
い
属
性
へ
の
対
処
の
仕
方
を
勝
手
に
外
か
ら
二
択
に

強
い
る
こ
と
は
ま
た
、
レ
イ
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
相
当
す
る
き

わ
め
て
暴
力
的
な
行
為
に
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
清
水
自
身
も

こ
の
こ
と
に
関
連
す
る
注
意
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
文
化
人
類
学
者

の
太
田
好
信
と
歴
史
家
の
冨
山
一
郎
と
の
一
九
九
八
年
の
対
談
で
、
清

水
は
明
確
な
「
脱
植
民
地
化
」
の
構
想
ゆ
え
に
展
開
さ
れ
て
い
た
と
さ

れ
る
「
ハ
ワ
イ
の
先
住
民
運
動
」
と
は
対
照
的
に
、
河
野
本
道
と
は
似

た
よ
う
な
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
認
識
を
繰
り
広
げ
た
。

た
と
え
ば
、
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
先
住
民
運
動
で
は
、
そ
の
主
張

は
時
代
的
に
変
化
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
の
運
動
で
は
ア
イ
ヌ

新
法
を
要
求
し
て
、
そ
れ
が
国
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
流

れ
の
な
か
で
、
ア
イ
ヌ
文
化
を
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ラ
イ
ズ
し
て
い

る
。
し
か
も
和
人
か
ら
の
影
響
が
及
ぶ
以
前
の
文
化
に
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
フ
ァ
イ
す
る
。
た
と
え
ば
採
集
狩
猟
と
漁
労
の
生
業
に
よ
っ

て
自
然
環
境
と
共
生
関
係
に
あ
っ
た
我
々
の
生
き
方
、
と
い
う
ふ

う
に
。
こ
れ
は
歴
史
の
観
点
か
ら
い
え
ば
容
易
に
批
判
で
き
る
よ

う
な
文
化
認
識
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
現
代
の
微
妙
な
コ
ン
テ

ク
ス
ト
の
中
で
民
族
と
し
て
の
『
我
々
』
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
構
成
す
る
一
つ
の
選
択
だ
っ
た
で
し
ょ
う）

1（
（

。

こ
の
発
言
に
対
し
て
、
太
田
好
信
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

ア
イ
ヌ
の
あ
る
人
が
語
る
ア
イ
ヌ
文
化
を
本
質
主
義
と
呼
べ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
語
り
だ
す
と
言
う
行
為
は
創

造
的
行
為
な
は
ず
で
す
か
ら
、
本
質
と
し
て
非
歴
史
的
に
文
化
を

構
築
し
て
も
、
そ
れ
は
本
質
化
さ
れ
た
文
化
を
共
有
し
て
い
る
と

い
う
主
張
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
文
化
を
自
分
た
ち
が
主
張
す

る
こ
と
を
決
め
た
と
言
う
選
択
の
結
果
を
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
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も
思
え
ま
す
。
だ
か
ら
、
何
が
問
題
か
と
い
う
と
、
そ
の
本
質
的

な
語
り
に
よ
っ
て
い
っ
た
い
何
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
ハ
ー
レ
ム
・
ル
ネ
サ

ン
ス
の
語
り
だ
す
文
化
は
、
特
殊
な
社
会
状
況
と
の
反
応
か
ら
創

造
さ
れ
、
そ
れ
は
事
故
を
共
同
体
へ
と
結
び
つ
け
る
意
味
の
掛
け

橋
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
ひ
と
り
で
は
無
力
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

を
と
お
し
て
、
圧
力
と
か
差
別
に
対
抗
す
る
こ
と
が
は
じ
め
て
可

能
に
な
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
よ
う
な
社
会
的
プ
ロ
セ
ス
の
結
果

と
し
て
、
あ
る
文
化
を
選
び
と
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、

黒
人
文
化
が
本
質
的
に
先
行
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
ア
イ
ヌ
の
場
合
も
、
こ
の
場
合
と
似
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
人
類
学
者
と
同
じ
語
り
口
だ
と
い
う

の
は
、
そ
れ
は
発
話
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
無
視
し
た
も
の
で
し
ょ

う
。
だ
か
ら
人
類
学
者
も
本
質
主
義
で
、
彼
ら
も
本
質
主
義
だ
と

い
う
よ
う
に
ス
ラ
イ
ド
す
る
必
要
な
ま
っ
た
く
な
い
で
す
ね）

11
（

。

こ
こ
で
清
水
が
「
似
た
よ
う
な
本
質
主
義
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
、
文
化
を

描
い
て
い
る
と
言
っ
た
の
は
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
話
で
あ
っ
て
…
…
」
と

ア
ピ
ー
ル
す
る
が
、
太
田
は
ま
た
き
っ
ぱ
り
言
う
。

し
か
し
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
だ
け
を
切
り
離
し
て
語
る
の
は
、
非
歴
史

的
な
立
場
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
や
め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
は
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
世
俗
性
の
無
視
で
す
よ
ね
。
人
類
学
の

も
っ
と
も
い
い
部
分
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
が）

11
（

。

「〈
歴
史
〉
の
構
成
上
、〈
歴
史
観
〉
こ
そ
が
も
っ
と
も
重
視
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
後
の
ア
イ
ヌ
の
在

り
よ
う
を
「『
ポ
ス
ト
』
と
『
ニ
ュ
ー
』
の
二
大
動
向
」
に
あ
る
と
決

め
つ
け
る
一
方
で
、
ア
イ
ヌ
の
活
動
家
に
よ
る
ア
イ
ヌ
を
「
弱
者
」
と

し
て
の
「
被
差
別
集
団
」
だ
と
主
張
し
、
そ
の
「
排
他
的
エ
ス
ノ
セ
ン

ト
リ
ズ
ム
（
自
民
族
中
心
主
義
）」
に
多
く
の
「〈
ア
イ
ヌ
研
究
者
〉」

が
「
理
解
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
自
己
の
立
場
を
巧
み
に
カ
モ
フ
ラ
ー

ジ
ュ
す
る
と
い
う
姿
勢
を
示
す）

11
（

」
こ
と
を
糾
弾
し
た
河
野
本
道
に
対
し

て
も
、
こ
の
「
非
歴
史
的
な
立
場
」
に
立
つ
人
類
学
者
へ
の
批
判
は
大

い
に
応
用
で
き
る
だ
ろ
う
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
前
記
に
言
及
し
た
河

野
本
道
と
同
じ
本
の
分
担
執
筆
者
だ
っ
た
冨
山
一
郎
は
、
こ
の
清
水
と

の
対
談
に
で
も
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

次
に
で
て
く
る
問
題
は
、
現
場
と
記
述
す
る
ア
ン
ソ
ロ
ポ
ロ
ジ
ス

ト
と
の
関
係
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
な
力
学
的
な
暴
力
や

権
力
の
作
動
し
て
い
る
場
所
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
人
類
学
者
が

い
る
の
か
、
い
な
い
の
か
。
む
し
ろ
い
な
い
と
た
れ
れ
ば
、
観
察

者
と
し
て
立
つ
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
が
で
き
な
く
な
る
。
で
き
な

く
な
る
と
す
れ
ば
、
記
述
す
る
と
い
う
作
業
が
も
う
少
し
、
批
判
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と
い
う
か
た
ち
で
も
な
く
神
話
暴
き
で
も
な
く
、
高
見
か
ら
暴
く

こ
と
で
は
な
い
記
述
、
た
ぶ
ん
そ
れ
は
批
判
と
い
う
よ
り
は
記
述

の
力
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
可
能
性
と
い
う
も
の
が
あ
る
ん
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か）

11
（

。

河
野
本
道
は
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
観
察
者
」
の
立
場
か
ら
出
た

こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
追
悼
文
集
に
お
け
る
清
水
の
文
章
で

も
っ
と
も
驚
く
の
は
、
次
の
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で

見
て
き
た
河
野
本
道
の
「『
ポ
ス
ト
』
と
『
ニ
ュ
ー
』
の
二
大
動
向
」

の
分
類
法
を
「
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言
」
に
無
理

や
り
照
ら
し
合
わ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
や
や
長
い
が
、
き
わ
め

て
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
こ
の
論
理
展
開
を
十
分
に
鑑
賞
で
き
る
た
め

に
、
そ
の
ま
ま
に
引
用
し
て
お
く
。

こ
の
河
野
さ
ん
の
ア
イ
ヌ
認
識
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
、

国
連
総
会
が
二
〇
〇
七
年
に
採
択
し
た
先
住
民
権
利
宣
言
と
照
ら

し
合
せ
て
み
た
い
。
こ
の
宣
言
は
先
住
民
の
権
利
を
、
風
俗
慣

習
、
儀
礼
、
宗
教
、
工
芸
・
芸
術
、
言
語
、
知
識
（
知
的
財
産

権
）、
固
有
名
、
土
地
・
領
土
と
資
源
・
環
境
の
総
体
、
生
業
と

経
済
、
政
治
的
自
己
決
定
、
等
々
と
、
実
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
網

羅
す
る
。
一
見
し
て
、
そ
れ
は
先
住
民
の
特
権

4

4

を
述
べ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
宣
言
の
列
拳
す
る
こ
れ
ら
の
諸
権
利

は
、
国
際
法
が
す
べ
て
の
民peoples

に
保
証
し
て
い
る
普
遍
的

な
権
利
で
あ
り
、
決
し
て
そ
の
枠
を
超
え
た
特
列
的
な
権
利
（
特

権
）
で
は
な
い
。
宣
言
は
周
到
な
条
文
の
構
成
に
よ
っ
て
、
先
住

民
の
権
利
を
民
の
普
遍
的
な
権
利
に
節
合
す
る
。
宣
言
の
言
う

『
先
住
民
』
と
は
『
先
住indigenous

の
民peoples

』
で
あ
り
、

宣
言
は
先
住
民
が
他
の
す
べ
て
の

民
ピ
ー
プ
ル
ズ

と
平
等
だ
と
述
べ
る

（
第
1
条
）。
日
本
で
は
、『
ア
イ
ヌ
民
族
』
を
含
め
て
先
住
民
が

話
題
に
な
る
時
、peoples

に
日
本
語
の
『
民
族
』
を
当
て
、

indigenous peoples

を
『
先
住
民
族
』
と
訳
し
て
い
る
。
し
か

し
、
国
際
法
の
用
語
で
は
、peoples

が
『
民
族
』
を
意
味
す
る

と
は
限
ら
な
い
。
国
際
法
の
い
う
『

民
ピ
ー
プ
ル
ズ

』
と
は
『
自
己
決
定

権
』（
あ
る
い
は
「
自
決
権
」）
を
持
つ
（
あ
る
い
は
こ
の
権
利
を

主
張
し
要
求
す
る
）
人
々
の
集
合
で
あ
り
、
こ
の
権
利
に
よ
っ
て

民ピ
ー
プ
ル
ズ

は
（
そ
れ
ゆ
え
『
先
住
の
民
、
先
住
民
』
も
）『
政
治
的
地

位
を
自
由
に
決
定
し
、
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
発
展
を
自
由

に
追
求
す
る
』（
第
1
条
）。
宣
言
が
列
記
す
る
具
体
的
な
権
利
の

数
々
は
、
国
際
法
が
全
て
の
民

ピ
ー
プ
ル
ズ

に
保
証
す
る
普
遍
的
な
権
利
、

と
り
わ
け
こ
の
自
己
決
定
権
に
含
ま
れ
る
。
宣
言
が
そ
れ
を
『
先

住
民
の
権
利
』
と
し
て
網
羅
的
に
列
拳
す
る
の
は
、
先
住
民
が
暴

力
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
文
化
破
壊
）
の

歴
史
を
通
し
て
、
普
遍
的
な
権
利
の
多
く
を
否
定
さ
れ
て
き
た
か

ら
だ
。『
先
住
の
民

ピ
ー
プ
ル
ズ

そ
の
独
自
の

4

4

4

政
治
的
・
法
的
・
経
済
的
・
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文
化
的
諸
制
度
を
維
持
し
強
化
す
る
権
利
を
も
つ
』（
第
1
条
前

段
）。
こ
の
権
利
は
、
民

ピ
ー
プ
ル
ズ

の
自
己
決
定
権
に
基
づ
い
た
『
政
治

的
地
位
を
自
由
に
決
定
し
、
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
発
展
を

自
由
に
追
求
す
る
』
権
利
に
該
当
し
、
ニ
ュ
ー
・
ア
イ
ヌ
の
運
動

も
含
め
て
、
政
治
的
復
権
と
文
化
振
興
を
求
め
る
先
住
民
運
動

に
、
法
的
保
証
を
与
え
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
宣
言
は
別
の
選
択

肢
を
も
保
証
す
る
。
先
住
民
は
『
彼
ら
が
そ
う
選
択
す
る
な
ら

ば
、
国
家
の
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
生
活
に
十
全

に
参
加
す
る
権
利
を
保
持
す
る
』（
第
1
条
後
段
）。
同
化
を
強
制

す
る
『
旧
土
人
』
政
策
は
、
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
典
型
だ
っ

た
。
し
か
し
、
外
的
な
圧
力
（
差
別
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
）
に
よ

ら
ず
、
自
由
に
自
己
決
定
す
る
な
ら
ば
、
国
家
の
生
活
へ
の
同
化

も
、
つ
ま
り
『
脱
ア
イ
ヌ
』
も
、
先
住
民
に
開
か
れ
た
権
利
で
あ

る
。『
脱
ア
イ
ヌ
』
す
る
彼
ら
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
河
野
さ
ん
の

視
野
か
ら
消
え
去
る
の
で
は
な
い
。『
脱
ア
イ
ヌ
』
し
た
人
々
は
、

『
ポ
ス
ト
・
ア
イ
ヌ
』
と
い
う
ア
イ
ヌ
系
の
人
々
で
あ
り
続
け
る
。

彼
ら
が
そ
う
選
択
し
た
経
緯
と
そ
の
後
を
も
含
め
て
、
ポ
ス
ト
・

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
つ
い
て
河
野
さ
ん
が
注
意
を
喚
起
し
た
背
景
が

了
解
さ
れ
よ
う
。

「
先
住
民
族
」
が
こ
う
し
た
政
治
概
念
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
ア
イ
ヌ

と
和
人
の
間
に
は
先
住
民
関
係
は
な
い
」
と
河
野
は
言
っ
た
。
ア
イ
ヌ

を
「
先
住
民
族
」
と
す
る
こ
と
が
、
河
野
の
自
ら
定
義
す
る
「
ポ
ス

ト
・
ア
イ
ヌ
」
た
る
「
他
の
〈
ア
イ
ヌ
系
日
本
国
民
〉
の
う
ち
に
は
、

そ
れ
を
大
迷
惑
と
考
え
る
人
々
が
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
」
と
も

言
っ
た）

11
（

。「
や
っ
ぱ
り
こ
れ
も
、
お
金
が
取
れ
る
か
ら
」
と
い
う
理
由

か
ら
ア
イ
ヌ
が
「
カ
ナ
ダ
の
先
住
民
族
運
動
を
真
似
よ
う
と
い
う
動
き

も
あ
る
ん
で
す
よ
」
と
い
う
よ
う
な
発
言
を
河
野
本
道
は
繰
り
返
し
た

の
で
あ
る）

11
（

。
先
住
民
族
の
権
利
を
主
張
す
る
者
の
「
ニ
ュ
ー
・
ア
イ

ヌ
」
は
、「
日
本
国
政
府
に
『
ア
イ
ヌ
民
族
』
と
し
て
の
特
権

4

4

を
認
め

さ
せ
よ
う
と
す
る
方
向
性
」
を
代
表
し
て
い
る
と
も
、
清
水
の
言
及
す

る
当
の
論
文
に
お
い
て
彼
が
論
じ
た）

11
（

。

清
水
は
ま
た
こ
こ
で
、「
そ
れ
は
特
権
で
は
な
い
」、「
ア
イ
ヌ
」
と

し
て
在
る
こ
と
を
公
表
し
な
い
こ
と
も
「
ピ
ー
プ
ル
ズ
に
は
あ
る
当
然

の
権
利
で
あ
る
」
な
ど
と
主
張
し
て
、
河
野
の
「
二
大
動
向
」
に
訂
正

を
加
え
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
る
で
河
野
が
「
注
意

を
喚
起
し
た
背
景
」
と
い
う
の
が
、「
ポ
ス
ト
・
ア
イ
ヌ
」
と
呼
ば
れ

る
人
々
の
権
利
も
先
住
民
族
権
利
宣
言
に
保
障
さ
れ
て
い
る
の
だ
、
と

い
う
論
調
で
あ
る
。
し
か
し
、
ピ
ー
プ
ル
ズ
と
い
う
言
葉
も
河
野
本
道

の
仕
事
に
は
い
っ
さ
い
登
場
し
な
い
。
彼
は
「
ニ
ュ
ー
・
ア
イ
ヌ
」
と

自
身
が
決
め
つ
け
た
者
の
在
り
よ
う
を
け
っ
し
て
許
し
は
し
な
か
っ

た
。

私
が
学
生
の
こ
と
に
び
っ
く
り
し
た
こ
と
で
す
が
、
今
は
こ
の
世
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に
お
ら
れ
な
い
七
〇
歳
く
ら
い
の
古
老
た
ち
は
皆
ア
イ
ヌ
も
大
和

民
族
だ
と
教
育
を
受
け
て
い
た
。
だ
か
ら
、
お
爺
さ
ん
か
ら
俺
ら

も
大
和
民
族
だ
と
言
わ
れ
て
、「
え
っ
」
と
驚
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

若
い
人
た
ち
は
そ
う
で
は
な
く
て
、「
ア
イ
ヌ
」
と
し
て
の
運
動

を
や
る
。
し
か
し
、
文
化
的
と
か
社
会
的
に
見
る
と
、
さ
っ
ぱ
り

ア
イ
ヌ
ら
し
く
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
何
故
そ
う
し
た
ア
イ

ヌ
意
識
が
出
て
く
る
か
と
い
え
ば
、
社
会
に
う
ま
く
適
応
で
き
な

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い
面
が
あ
る

4

4

4

4

4

か
ら
で
し
ょ
う
。
何
か
藁
を
も
つ
か
む
思
い
で
、
何

か
し
ら
理
由
を
探
し
て
く
る
。
そ
う
し
た
動
き
が
社
会
の
矛
盾
を

反
映
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
す
よ
。
そ
れ
に
対
応
策
が
と
ら
れ

る
必
要
は
あ
る
が
、
ア
イ
ヌ
は
特
に
「
民
族
」
で
な
く
た
っ
て
い

い
。
個
々
人
は
対
等
な
一
人
ひ
と
り
の
人
間
で
い
い
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
、「
ア
イ
ヌ
」
を
主
張
す
る
人
に
と
っ
て
は
、
自
分
が

ア
イ
ヌ
で
な
け
れ
ば
だ
め
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
ア
イ
ヌ
の
着
物

を
着
て
見
せ
た
り
い
ろ
い
ろ
し
ま
す
ね
。
し
か
し
、
自
宅
へ
帰
っ

た
ら
そ
う
い
う
着
物
を
脱
い
で
、
普
通
の
衣
類
に
着
替
え
る
わ
け

で
す
。
そ
れ
は
お
か
し
い
と
本
人
は
気
づ
か
な
い
の
か
な
と
思
う

け
ど
も
、
社
会
的
な
意
識
は
現
実
の
社
会
的
矛
盾
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
て
い
く
わ
け
で
、
今
の
「
ア
イ
ヌ
」
は
そ
の
よ
う
に
し
て
つ

く
ら
れ
た
ア
イ
ヌ
だ
と
思
う
。「
つ
く
ら
れ
た
」
と
い
う
の
は
受

け
身
的
な
表
現
だ
が
、
自
分
た
ち
が
つ
く
っ
て
も
い
る
わ
け
で

す）
11
（

。

こ
の
現
実
の
社
会
の
中
で
な
か
な
か
う
ま
く
適
応
で
き
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

人
た

ち
が
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
も
現
実
で
す
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
の
対
象

法
が
あ
れ
ば
ア
イ
ヌ
で
な
く
た
っ
て
い
い
し
、
特
別
な
衣
装
を
着

る
よ
う
な
こ
と
も
な
く
な
る
と
思
う
。
現
に
、
ア
イ
ヌ
で
あ
る
こ

と
に
こ
だ
わ
り
な
く
一
個
人
と
し
て
生
活
し
て
い
る
ア
イ
ヌ
系
の

人
は
た
く
さ
ん
い
る
わ
け
で
す
。
私
が
接
し
た
人
た
ち
の
中
に

も
、
お
そ
ら
く
さ
ま
ざ
ま
な
葛
藤
を
経
た
人
が
い
ま
し
た
。
し
か

し
そ
の
中
に
「
ア
イ
ヌ
」
で
は
な
く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
学
ぶ

と
こ
ろ
の
あ
る
立
派
な
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
方
々
に

共
通
し
て
感
じ
る
の
は
、
ア
イ
ヌ
だ
か
ら
ど
う
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
自
立
し
た
人
間
と
し
て
の
生
活
を
営
ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
マ
ス
コ
ミ
は
差
別
や
権
利
ば
か
り
取
り
上
げ
る
け
ど
、

そ
う
し
た
人
た
ち
の
こ
と
は
意
図
的
に
見
て
い
な
い
。
そ
う
し
た

自
立
し
た
人
々
ま
で
「
ア
イ
ヌ
」
の
人
権
運
動
な
ど
に
利
用
し
よ

う
と
す
る
け
ど
、
自
立
し
た
個
人
に
「
ア
イ
ヌ
」
や
「
和
人
」
の

区
別
は
基
本
的
に
な
い
で
す
よ
。
ま
た
、
古
来
か
ら
の
社
会
生
活

を
守
っ
て
い
る
少
数
民
は
、
あ
え
て
民
族
意
識
な
ど
問
題
に
し
な

い）
11
（

。

二
〇
〇
八
年
『
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
白
井
暢
明
の
「
北
海
道
独
立

論
」
対
談
シ
リ
ー
ズ
に
登
場
し
た
時
の
河
野
の
こ
の
発
言
は
彼
の
『
ポ
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ス
ト
・
ア
イ
ヌ
』
と
『
ニ
ュ
ー
・
ア
イ
ヌ
』
に
関
す
る
認
識
の
内
実
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ア
イ
ヌ
ら
し
く
あ
る
と
は
何
か
。
民
族
で
あ

れ
ば
人
と
し
て
対
等
に
は
な
れ
な
い
の
か
。
自
宅
で
視
覚
的
差
異
と
な

る
着
物
を
脱
ぐ
と
い
う
行
為
は
何
が
お
か
し
い
の
か
。「
現
実
の
社
会

的
矛
盾
」
と
は
何
か
。「
一
人
の
人
間
」
は
「
ア
イ
ヌ
」
と
違
う
の
か
。

「
あ
え
て
民
族
意
識
な
ど
問
題
に
し
な
い
」
こ
と
を
評
価
す
る
〈
シ
ャ

モ
〉
な
る
者
の
立
場
と
は
い
か
な
る
行
為
か
。「
自
立
し
た
個
人
に

『
ア
イ
ヌ
』
や
『
和
人
』
の
区
別
は
基
本
的
に
な
い
」
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
の
区
別

4

4

4

4

と
は
い
っ
た
い
何
か
。

お
そ
ら
く
次
の
よ
う
な
「
社
会
的
矛
盾
」
の
現
れ
な
の
で
あ
ろ
う
。

「
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
典
型
」
だ
と
清
水
が
言
っ
た
「
旧
土
人
」

政
策
だ
が
、「
旧
」
く
に
「
土
人
」
と
し
て
在
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま

さ
し
く
河
野
の
「
ポ
ス
ト
・
ア
イ
ヌ
」
と
い
う
呼
び
名
の
力
学
で
も
あ

る
の
だ
。「
ア
イ
ヌ
」
と
名
乗
ら
な
い
者
、「
ア
イ
ヌ
」
と
名
乗
れ
る
こ

と
さ
え
知
ら
な
い
者
が
、
そ
う
で
あ
る
ゆ
え
に

4

4

4

4

4

4

4

4

、
こ
の
日
本
に
お
け
る

〈
ア
イ
ヌ
〉
と
の
関
係
に
お
い
て
は
け
っ
し
て
「
ポ
ス
ト
」
あ
る
い
は

「
脱
し
て
い
る
」
と
は
言
え
な
い
。
や
は
り
こ
れ
が
国
民
的
同
一
性
に

お
け
る
非
本
来
的
な
も
の
の
排
除
と
統
合
に
か
か
わ
る
、
こ
の
「
ア
イ

ヌ
」
は
「
ア
イ
ヌ
」
で
あ
る
が
「
ア
イ
ヌ
」
で
は
な
い
ロ
ジ
ッ
ク
の
恐

ろ
し
さ
で
あ
る
。

「
旧
土
人
」
は
、
近
代
に
お
い
て
「
土
人
」
と
名
指
さ
れ
た
者
を
す

で
に
「
土
人
」
を
乗
り
越
え
た
者
と
し
て
さ
ら
に
示
唆
さ
れ
た
が
、
同

時
に
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
旧
土
人
」
と
し
て
封
印
さ
れ
て
い
る
限

り
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
、「
ポ
ス
ト
・
ア
イ
ヌ
」
は

「
ア
イ
ヌ
」
を
す
で
に
乗
り
越
え
た
者
と
し
て
名
指
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
も
あ
く
ま
で
も
「
ポ
ス
ト
・
ア
イ
ヌ
」
と
し
て
封
印
さ
れ
て
い
る

限
り
に
お
い
て
な
の
だ
。
河
野
の
分
類
法
は
、
明
治
以
降
、〈
ア
イ
ヌ
〉

な
る
者
に
課
さ
れ
た
非
本
来
的
国
民
の
排
除
と
統
合
の
力
学
の
具
現
化

に
ほ
か
な
ら
な
い
。〈
ア
イ
ヌ
〉
な
る
者
を
ほ
ぼ
同
化
し
た
者
た
ち
で

あ
る
と
言
い
な
が
ら
、
一
方
で
〈
シ
ャ
モ
〉
と
の
差
異
を
強
調
し
、
同

化
し
き
れ
な
い
姿
を
描
き
出
し
、
そ
れ
を
ア
イ
ヌ
自
身
の
責
任
で
あ
る

（
例
え
ば
現
在
だ
と
「
利
権
が
欲
し
い
」、「
社
会
に
う
ま
く
適
応
で
き

な
い
面
が
あ
る
」
等
々
）
と
す
る
昔
な
が
ら
の
先
住
民
族
に
対
す
る
差

別
の
構
造
で
も
あ
る
の
だ）

1（
（

。
ア
イ
ヌ
民
族
否
定
論
は
、
こ
の
よ
う
に
し

て
（
北
方
に
お
け
る
入
植
植
民
地
主
義
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
）
差
別
を
前

提
に
し
て
い
る
。

「
断
絶
の
事
実
」
と
歴
史
学
者
の
批
判

河
野
本
道
の
論
述
に
対
す
る
こ
れ
ほ
ど
の
研
究
者
の
死
角
が
生
じ
る

と
い
う
の
は
、
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
先
ほ
ど
の
引
用
で
述
べ
ら
れ
た

研
究
者
に
よ
っ
て
「
必
ず
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
河
野
本
道
批
判
」
が
行

わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
活
字
に
お
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
活
字
の
批
判
で
目
立
つ
の
は
、
近
世
お
よ
び
近
現



75

分
タクソノミスト

類学者：河野本道のアイヌ民族否定論（上）

代
の
歴
史
家
た
ち
で
あ
る
。
こ
こ
で
最
後
に
、
そ
の
理
由
を
探
っ
て
み

た
い
。

た
と
え
ば
、
河
野
本
道
が
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
に
な
っ
た
小
林
よ
し

の
り
の
ア
イ
ヌ
を
テ
ー
マ
に
し
た
漫
画
が
出
版
さ
れ
た
直
後
に
、
榎
森

進
は
い
ち
早
く
そ
れ
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。「
河
野
本
道
氏
の
見
解

は
、
あ
く
ま
で
も
氏
個
人
の
独
自
の
見
解
に
す
ぎ
ず
、
学
会
の
定
説
に

な
っ
て
い
る
見
解
で
は
な
い
」
の
と
、「
氏
の
、
ア
イ
ヌ
の
墓
標
の
特

徴
を
根
拠
に
し
た
『
ア
イ
ヌ
文
化
』
の
地
域
的
相
違
の
存
在
の
指
摘

（
本
来
は
河
野
広
道
に
よ
る
も
の

―
筆
者）

11
（

）
以
外
の
問
題
、
特
に

『
ア
イ
ヌ
民
族
否
定
論
』
は
、
学
会
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
」

と
い
う
具
合
で
あ
っ
た）

11
（

。

近
代
史
家
の
小
川
正
人
と
山
田
伸
一
か
ら
も
、
河
野
に
よ
る
史
料
批

判
の
欠
如
を
指
摘
す
る
い
く
つ
か
の
点
に
関
す
る
実
証
レ
ベ
ル
で
の
検

討
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
的
場
光
昭
の
本
に
お
い
て
も
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
「
ア
イ
ヌ
は
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
の
制
定
を
歓
迎
し
た
」
と
い

う
、
ア
イ
ヌ
民
族
否
定
論
の
定
番
の
話
の
元
と
な
っ
た
河
野
本
道
の
歴

史
記
述
に
関
す
る
次
の
指
摘
で
あ
る
。
河
野
は
、
第
八
帝
国
議
会
の
際

に
議
員
の
は
か
ら
い
で
上
京
し
た
「
ア
イ
ヌ
の
有
力
者
」
を
例
に
「
旧

土
法
の
制
定
に
前
向
き
に
関
わ
っ
た
者
が
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
、
必
ず
し
も
ア
イ
ヌ
が
旧
土
法
を
政
府
や
帝
国
議
会
に
よ
っ
て
一
方

的
に
あ
て
が
わ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
」

と
し
た）

11
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
小
川
正
人
は
、「
こ
の
ア
イ
ヌ
が
求
め
た

の
は
制
定
さ
れ
た
『
旧
土
人
保
護
法
』
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
ど

う
か
の
検
討
を
欠
い
て
い
る
点
で
前
段
の
部
分
に
は
留
保
を
示
し
て
お

き
た
い
し
、
後
段
に
つ
い
て
も
、
検
討
に
値
す
る
論
点
で
は
あ
る
が
、

こ
う
し
た
ア
イ
ヌ
の
存
在
か
ら
結
論
づ
け
る
に
は
立
論
に
飛
躍
が
あ
り

す
ぎ
る
」
と
い
う
留
保
を
加
え
た
の
で
あ
る）

11
（

。

同
類
の
話
と
し
て
、
山
田
伸
一
は
一
九
三
七
年
の
北
海
道
旧
土
人
保

護
法
改
正
に
関
す
る
河
野
の
記
述
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
河
野

は
、
日
本
史
と
は
別
の
、
ア
イ
ヌ
史
の
た
め
に
自
分
が
考
え
た
独
自
の

時
代
区
分
で
は
「
近
現
代
近
時
期
」
の
「
後
期
」
に
当
た
る
一
九
三
七

年
～
一
九
四
五
年
の
「
こ
の
時
期
の
ア
イ
ヌ
系
の
者
の
生
き
方
を
よ
く

物
語
っ
て
い
る
」
と
し
て
、「
同
法
改
正
案
の
国
会
通
過
に
伴
い
、
そ

の
促
進
運
動
に
担
っ
た
北
海
道
各
地
の
ア
イ
ヌ
系
の
者
一
三
名
の
一
行

が
、
伊
勢
神
宮
に
参
拝
し
た
際
、
帯
広
の
伏
根
シ
ン
［
子
］（
一
〇
代

後
半
）
が
、
参
拝
者
ら
の
述
懐
を
聞
い
て
詠
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
」
詩

を
取
り
上
げ
て
い
る）

11
（

。
戦
前
北
海
（
道
）
ア
イ
ヌ
協
会
の
シ
ャ
モ
だ
っ

た
初
代
理
事
長
・
道
庁
学
務
部
社
会
課
の
役
員
だ
っ
た
喜
多
章
明
の

『
ア
イ
ヌ
沿
革
史
』（
一
九
八
七
年
）
収
録
の
文
章
に
基
づ
く
記
述
で
あ

る）
11
（

。
山
田
に
よ
る
と
、
喜
多
の
記
述
に
は
、
し
ば
し
ば
虚
偽
が
あ
り
、

主
観
に
よ
る
話
も
多
い
た
め
、
史
料
と
し
て
扱
う
の
に
は
慎
重
さ
が
必

要
で
あ
る）

11
（

。
た
と
え
ば
、
詩
を
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
伏
根
弘
三
の
長
女
で

あ
っ
た
伏
根
シ
ン
子
は
、
す
で
に
一
九
二
九
年
に
病
死
し
て
い
る
と
い

う
事
実
を
喜
多
自
身
が
別
の
媒
体
で
報
じ
て
い
る
事
実
で
あ
る）

11
（

。
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こ
の
こ
と
に
つ
い
て
河
野
は
気
づ
い
て
は
い
る
が）

11
（

、
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、「
こ
の
詩
か
ら
は
、
多
く
の
ア
イ
ヌ
系
の
者
が
、『
北
海
道
旧

土
人
保
護
法
』
の
第
二
回
目
の
改
正
を
歓
迎
し
、
そ
の
改
正
を
き
っ
か

け
に
『
ア
イ
ヌ
文
化
』
へ
の
こ
だ
わ
り
を
捨
て
て
、
そ
れ
を
過
去
の
も

の
と
し
、
同
化
に
浴
し
た
こ
と
を
喜
び
、
さ
ら
に
は
、
自
ら
を
大
日
本

帝
国
を
担
う
巨
民
と
し
て
位
置
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
伺

う
こ
と
が
で
き
る
」
と
主
張
し
て
い
る）

1（
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
河
野
は
こ
の
詩

を
「
こ
の
時
点
ま
で
に
、
多
く
の
ア
イ
ヌ
系
の
者
は
、
社
会
的
、
文
化

的
に
『
和
人
』
に
同
化
も
し
く
は
『
和
人
』
と
融
合
し
た
こ
と
」
を
証

明
し
て
い
る
も
の
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る）

11
（

。「
喜
多
の
記
述
が

事
実
に
反
す
る
こ
と
を
示
す
材
料
が
多
い
」
と
し
て
、
山
田
は
「
こ
の

詩
か
ら
直
接
に
当
時
の
ア
イ
ヌ
民
族
の
意
識
を
論
じ
て
い
る
の
は
明
ら

か
に
不
適
切
で
あ
る
」
と
河
野
の
解
釈
を
批
判
し
て
い
る）

11
（

。
そ
し
て
、

「
何
よ
り
こ
の
詩
は
内
容
的
に
見
て
も
、
当
時
の
ア
イ
ヌ
民
族
の
文
章

が
帯
び
て
い
た
『
翳
り
』
や
『
揺
れ
』
を
完
全
に
欠
い
て
お
り
、
喜
多

自
身
の
作
に
な
る
も
の
と
推
測
し
て
間
違
い
あ
る
ま
い
」
と
ま
で
述
べ

て
い
る
の
で
あ
る）

11
（

。

山
田
に
よ
る
こ
の
河
野
の
記
述
に
対
す
る
疑
問
は
、
彼
の
近
代
史
家

と
し
て
の
研
究
に
対
す
る
全
体
の
問
題
意
識
と
は
無
縁
で
は
な
い
よ
う

に
思
え
る
。
二
〇
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
近
代
北
海
道
と
ア
イ
ヌ
民

族
―
狩
猟
規
則
と
土
地
問
題
』（
北
海
道
大
学
出
版
会
）
の
冒
頭
に
、

山
田
は
小
川
の
『
近
代
ア
イ
ヌ
教
育
制
度
史
研
究
』（
北
海
道
大
学
出

版
会
、
一
九
九
七
年
）
に
喚
起
さ
れ
た
思
い
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い

る
。

同
書
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
き

た
〈
同
化
〉
対
〈
抵
抗
〉
と
い
う
二
項
対
立
な
構
図
を
乗
り
越
え

る
こ
と
を
重
要
な
課
題
と
し
、
学
校
建
設
に
積
極
的
だ
っ
た
り
日

本
語
を
積
極
的
に
学
び
ア
イ
ヌ
語
の
継
承
を
断
念
し
た
り
す
る
と

い
っ
た
ア
イ
ヌ
民
族
の
動
向
に
注
目
し
、
そ
こ
に
ア
イ
ヌ
民
族
の

主
体
的
な
あ
り
方
を
読
み
取
り
、
さ
ら
に
一
見
相
互
に
同
調
し

合
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
ア
イ
ヌ
民
族
と
官
庁
側
と
の
間

に
ず
れ
や
対
立
を
読
み
取
っ
て
い
く
。
私
が
、
例
え
ば
狩
猟
方
法

と
し
て
の
毒
矢
の
禁
止
と
銃
の
導
入
と
い
う
開
拓
使
の
政
策
に
つ

い
て
、
伝
統
的
狩
猟
方
法
の
否
定
と
い
う
側
面
だ
け
を
論
じ
て
終

わ
る
の
で
は
な
く
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
銃
を
い
か
に
受
容
し
た
の

か
、
そ
れ
が
鳥
獣
に
ど
う
影
響
を
与
え
ア
イ
ヌ
民
族
を
ど
う
跳
ね

返
っ
た
の
か
ま
で
を
問
お
う
と
し
、「
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
」

に
よ
る
農
耕
に
目
的
を
限
定
し
た
土
地
下
付
に
つ
い
て
一
方
的
な

農
民
化
政
策
と
し
て
断
罪
し
て
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
ア
イ
ヌ
民

族
の
な
か
に
見
ら
れ
る
農
業
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
動

き
や
よ
り
良
好
な
農
地
を
得
よ
う
と
す
る
動
き
に
も
注
目
し
、
そ

れ
ら
と
北
海
道
庁
に
よ
る
実
際
の
法
の
運
用
と
の
関
係
ま
で
を
問

お
う
と
す
る
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
が
あ
る
。
こ
の
よ
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う
な
問
い
の
設
定
に
は
、
一
つ
間
違
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
を

ア
イ
ヌ
民
族
も
肯
定
し
て
い
た
、
歓
迎
し
て
い
た
と
い
う
別
の
単

純
な
構
図
に
よ
る
理
解
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ
り
、
そ
れ
を
避
け

る
た
め
に
も
、
あ
る
時
期
の
あ
る
政
策
に
だ
け
目
を
奪
わ
れ
る
の

で
は
な
く
、
他
の
政
策
全
般
に
よ
っ
て
ア
イ
ヌ
民
族
の
生
活
環
境

が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
に
も
目
配
り
す
る
視
野
の

広
さ
と
、
史
料
の
表
面
だ
け
を
な
ぞ
る
の
で
は
な
い
。
細
や
か
に

粘
り
強
く
読
む
態
度
が
必
要
と
な
る）

11
（

。

二
項
対
立
を
超
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
が
、
史
料
に
対
す
る
綿

密
な
注
意
に
よ
っ
て
浮
き
上
が
る
の
が
、
安
易
に
「
同
化
」
や
「
抵

抗
」
に
還
元
さ
れ
な
い
近
代
史
の
中
の
ア
イ
ヌ
の
置
か
れ
た
状
況
に
お

け
る
主
体
的
な
思
考
と
行
動
の
あ
り
方
で
あ
る
、
と
。
山
田
は
誇
っ
て

実
証
主
義
史
家
と
名
乗
る
が
、
か
か
る
意
味
で
、
こ
う
し
た
問
題
意
識

は
、
本
論
の
冒
頭
に
挙
げ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｗ
・
サ
イ
ー
ド
の
言
う
原

点
的
な
「
帝
国
の
断
絶
の
事
実
」、
あ
る
い
は
よ
り
広
く
言
っ
て
し
ま

え
ば
、
近
代
と
い
う
時
代
の
不
可
逆
な
性
格
を
鋭
く
把
握
し
て
い
る
よ

う
に
も
思
う
。
確
か
に
、「
一
九
九
〇
年
代
か
ら
研
究
者
の
間
に
お
い

て
も
、『
支
配
』
と
『
被
支
配
』
と
い
う
二
項
対
立
の
構
図
は
陳
腐
な

も
の
と
し
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
領
域
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
相
対
的
に
対
立
構
造
を
無
化
さ
せ
て
い
く
傾
向
が
出
て
き
」、

「
そ
の
よ
う
な
相
対
化
が
極
右
的
な
排
外
主
義
と
歴
史
の
歪
曲
を
加
速

さ
せ
た
」
側
面
は
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
歴
史
叙
述
に
は
あ
る）

11
（

。
し
か
し
、

そ
れ
は
河
野
本
道
の
方
で
あ
り
、
山
田
た
ち
な
の
で
は
な
い
。
河
野
本

道
の
「
ア
イ
ヌ
民
族
は
近
代
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
」、「
前
近
代
の
ア

イ
ヌ
に
は
近
現
代
と
は
相
対
的
に
様
々
な
多
様
性
が
あ
っ
た
」
な
ど
と

い
っ
た
よ
う
な
論
調
は
、
彼
は
自
ら
進
ん
で
ま
さ
し
く
そ
う
加
速
さ
せ

た
の
だ
。
し
か
し
、
山
田
が
河
野
の
、
言
わ
ば
、
政
策
を
「
歓
迎
し
て

い
た
と
い
う
別
の
単
純
な
構
図
」
に
気
づ
い
た
の
は
、
河
野
が
最
終
的

に
歴
史
の
不
可
逆
的
な
断
絶
と
し
て
存
在
す
る
蝦
夷
地
の
入
植
植
民
地

化
の
後
の

4

4

世
界
に
お
い
て
の
「
ア
イ
ヌ
民
族
の
主
体
的
な
あ
り
方
」
を

読
み
取
れ
な
か
っ
た
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
。
河
野
に
と
っ
て
、
そ
の

読
み
取
り
を
ず
っ
と
防
い
で
き
た
の
は
、
体
制
側
に
よ
る
区
別
の
仕
方

だ
っ
た
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
、
次
の
発
言
で
河
野
は
近
代
以
降
の
ア
イ

ヌ
の
行
動
や
、
特
に
現
代
に
お
け
る
先
住
民
族
の
政
治
を
す
べ
て
「
支

配
者
か
ら
の
立
場
」
の
認
識
に
汚
染
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う

に
見
て
い
る
。
サ
イ
ー
ド
の
言
う
よ
う
な
「
か
ら
ま
り
あ
う
経
験
」
だ

け
を
見
出
そ
う
と
し
て
、
近
代
以
降
の
「
ア
イ
ヌ
民
族
の
主
体
的
な
あ

り
方
」
を
も
可
能
に
し
た
断
絶
を
、
河
野
は
ま
る
で
そ
れ
が
〈
ア
イ

ヌ
〉
な
る
者
に
と
っ
て
単
な
る
喪
失

4

4

に
よ
っ
て
し
か
規
定
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

北
海
道
島
の
一
島
民
と
し
て
の
生
き
方
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
私
は
ア
イ
ヌ
研
究
な
ど
も
そ
う
し
た
立
場
か
ら
考
え
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て
い
ま
す
。
人
は
ど
こ
で
生
ま
れ
よ
う
と
平
等
に
生
き
る
権
利
を

持
っ
て
い
る
。『
お
前
は
出
て
行
け
』
と
い
う
の
は
お
か
し
い
で

す
よ
。
民
族
な
ん
て
い
う
概
念
は
曖
昧
な
ま
ま
で
、
時
代
に
よ
っ

て
変
わ
る
も
の
で
す
し
、
ア
イ
ヌ
系
住
民
に
よ
る
先
住
民
族
運
動

も
、
私
は
基
本
的
に
お
か
し
い
と
思
う
。
日
本
列
島
に
お
い
て

は
、
津
軽
海
峡
を
こ
え
て
縄
文
時
代
か
ら
文
化
の
交
流
、
人
の
交

流
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
変
遷
を
見
た
と
き
に
、
ど
こ
で
ア
イ
ヌ

と
和
人
を
区
切
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
明
確
に
は
と
て
も

区
き
れ
ま
せ
ん
よ
。
北
海
道
と
い
う
場
は
明
治
二
年
に
体
制
側
が

設
け
た
領
域
で
し
か
な
い
。
そ
れ
以
前
か
ら
北
海
道
島
民
と
本
州

人
は
、
社
会
的
な
底
辺
で
は
常
に
、
古
く
か
ら
通
婚
関
係
を
含
む

交
流
が
あ
っ
た
。
支
配
者
か
ら
の
立
場
で
区
分
け
し
よ
う
と
す
る

か
ら
、
ア
イ
ヌ
が
和
人
に
分
類
さ
れ
、『
旧
土
人
と
和
人
』
と
い

う
言
い
方
が
ど
う
し
て
も
出
て
く
る
。
そ
れ
は
体
制
側
に
よ
る
も

の
で
す
。
底
辺
で
は
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
て
、
男
と
女
で
す
か

ら
ど
ん
ど
ん
混
交
し
て
い
く
の
は
当
た
り
前
で
、
そ
れ
が
急
激

だ
っ
た
か
、
緩
や
か
だ
っ
た
か
と
い
う
の
が
、
時
代
的
に
変
わ
る

だ
け
の
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
ア
イ
ヌ
史
と
日
本
史
は
、
か
な
り
重

な
り
合
う
共
通
の
部
分
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
重
な
る
と
こ
ろ
本
当

は
分
離
で
き
な
い
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
家
と
非
国
家
の

関
係
で
歴
史
を
見
る
と
違
っ
て
く
る
。
先
住
民
か
ど
う
か
と
い
う

議
論
そ
の
も
の
が
、
本
来
的
に
お
か
し
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
あ

れ
は
今
日
的
で
政
治
的
な
権
利
主
張
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
基
本
的
な
権
利
か
ら
見
れ
ば
、
人
は
ど
こ
生
ま
れ
つ
こ
う

と
平
等
に
生
き
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
族
と
い
う
概
念
は

近
代
社
会
で
創
ら
れ
た
も
の
で
す
。
し
か
も
言
葉
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
を
曖
昧
の
ま
ま
で
来
て
し
ま
っ
た）

11
（

。

問
題
は
断
絶
の
事
実
に
全
面
的
な
強
制
力
を
帰
属
さ
せ
る
か
わ
り

に
、
そ
れ
が
可
能
に
し
て
き
た
も
の
に
注
目
す
る
こ
と
だ
が
、
そ
れ

は
、
河
野
の
発
想
に
は
な
い
。
断
絶
の
事
実
は
、
単
な
る
抑
圧
で
は
な

い
。
時
に
は
、
そ
れ
に
従
属
す
る
者
に
は
、
そ
れ
に
抗
お
う
と
す
る
と

き
に
使
え
る
持
ち
駒
を
手
渡
し
て
し
ま
う
時
が
あ
る
の
だ
。
し
か
し
、

先
住
民
族
の
政
治
に
対
す
る
偏
見
ま
み
れ
の
論
調
で
、
河
野
に
と
っ
て

ア
イ
ヌ
は
、
た
だ
た
だ
近
代
以
降
は
「
ど
こ
生
ま
れ
つ
こ
う
と
平
等
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
点
こ
そ
が
、
非

対
称
性
を
無
視
し
た
「
平
等
を
実
現
す
る
た
め
に
権
限
の
な
い
側
を
底

上
げ
せ
よ
に
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
権
利
の
あ
る
側
か
ら
権
利
を
奪

い
取
る
方
向
で
の
主
張
」
を
す
る
現
在
の
普
遍
主
義
的
レ
イ
シ
ズ
ム
へ

と
流
れ
込
ん
だ
彼
の
論
調
な
の
だ）

11
（

。
非
対
称
性
を
つ
く
っ
た
入
植
植
民

地
主
義
の
軽
視
、
ま
し
て
や
そ
の
歴
史
の
否
定
や
抹
消
へ
と
つ
な
が
る

論
調
だ
。

次
回
か
ら
は
、
河
野
が
ア
イ
ヌ
民
族
否
定
論
を
い
か
に
し
て
表
明
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
背
景
と
方
法
を
よ
り
体
系
的
に
検
討
し
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て
い
く
。
冒
頭
で
述
べ
た
晩
年
の
活
動
と
そ
の
社
会
へ
の
影
響
、
加
え

て
ア
イ
ヌ
研
究
界
隈
一
部
に
お
け
る
河
野
の
再
評
価
が
行
わ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
た
上
で
、
こ
う
し
た
作
業
は
な
お
さ
ら

必
要
の
よ
う
に
思
う
。
具
体
的
に
は
、
四
つ
の
出
来
事
を
中
心
に
据
え

て
論
じ
て
い
く
。
①
一
九
六
八
年
九
月
に
東
京
と
京
都
で
開
催
さ
れ
た

第
八
回
国
際
人
類
学
・
民
族
学
会
議
の
前
後
に
計
画
さ
れ
て
い
た
北
海

道
白
老
町
で
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
彼
の
抗
議
、
②
一
九
七

〇
年
代
初
頭
の
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
を
め
ぐ
る
「
存
廃
論
争
」
に
お

け
る
河
野
の
立
ち
位
置
、
③
一
九
八
三
年
か
ら
河
野
が
約
十
年
間
に
か

か
わ
っ
た
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
の
ア
イ
ヌ
史
編
集
事
業
と
そ
の
解
任

と
、
そ
の
後
の
彼
が
展
開
し
た
現
代
の
「
ア
イ
ヌ
民
族
」
分
析
、
そ
し

て
、
④
二
〇
〇
八
年
の
「
ア
イ
ヌ
民
族
を
先
住
民
族
と
す
る
こ
と
を
求

め
る
国
会
決
議
」
の
可
決
以
降
の
余
波
の
中
で
の
河
野
の
行
動
、
で
あ

る
。註（

（
）Edw
ard Said, ‘

A
lw

ays on T
op’ London R

eview
 of 

Books, V
ol. 11, N

o. 1, 11 M
arch 1111, pp. 1-1.

邦
訳
は
筆
者

に
よ
る
。

（
1
）「
日
本
の
た
め
行
動
す
る
会
」
は
、「
自
主
憲
法
を
願
う
道
民

会
議
」
を
前
身
と
し
、
設
立
に
関
わ
っ
た
当
時
札
幌
市
議
会
議
員

の
川
田
匡
桐
の
ブ
ロ
グ
に
よ
る
と
、「
日
本
の
手
で
新
し
い
憲
法

を
作
る
こ
と
を
は
じ
め
、
日
本
の
た
め
に
様
々
な
行
動
を
起
こ
す

会
と
し
て
」、
二
〇
一
二
年
夏
に
設
立
さ
れ
た
。「
自
主
憲
法
を
願

う
道
民
会
議
」
は
憲
法
記
念
日
に
集
会
を
行
う
実
行
委
員
会
の
名

称
と
し
て
残
っ
た
よ
う
だ
が
、
後
に
日
行
会
主
催
の
「
自
主
憲
法

制
定
を
願
う
道
民
の
集
い
」
と
な
っ
た
（https://am

eblo.jp/
kaw

ata-tadahisa/entry-（（1111111（1.htm
l

）。
幹
事
長
の
坂

元
倫
孝
は
札
幌
市
出
身
で
北
海
学
園
大
卒
、
豊
平
警
察
署
協
議
会

会
長
な
ど
を
歴
任
。
日
本
会
議
北
海
道
本
部
常
任
理
事
で
も
あ

り
、
札
幌
護
国
神
社
総
代
も
務
め
て
い
る
。

（
1
）「
行
動
す
る
保
守
」
と
呼
ば
れ
る
右
派
系
市
民
運
動
は
二
〇
〇

〇
年
代
後
半
か
ら
起
こ
っ
て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
、
思
想
的
に
は

歴
史
修
正
主
義
を
引
き
継
ぎ
、
か
つ
て
の
右
派
系
運
動
と
は
異
な

り
、
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
動
員
を
主
と
し
て
、
右
傾
化
す

る
政
治
家
や
既
成
政
党
に
共
振
し
な
が
ら
、
そ
の
主
張
を
超
え
る

意
図
的
な
差
別
主
義
に
満
ち
た
激
し
い
排
外
主
義
的
デ
モ
や
街
宣

を
行
う
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。

（
1
）
詳
細
に
つ
い
て
は
、
岡
和
田
晃
、
マ
ー
ク
・
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
編
『
ア
イ
ヌ
民
族
否
定
論
に
抗
す
る
』
河
出
書
房
新
社
、
二

〇
一
五
年
を
見
よ
。

（
1
）
的
場
光
昭
『
ア
イ
ヌ
先
住
民
族
そ
の
真
実
―
疑
問
だ
ら
け
の

国
会
決
議
と
歴
史
の
捏
造
』
展
転
社
、
二
〇
〇
九
年
／
的
場
光
昭
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『
ア
イ
ヌ
先
住
民
族
、
そ
の
不
都
合
な
真
実
11
』
展
転
社
、
二
〇

一
二
年
（
改
訂
増
補
版
、
二
〇
一
四
年
）。

（
1
）
的
場
は
ま
た
、
二
〇
一
五
年
に
は
同
じ
展
転
社
か
ら
『
反
日

石
碑
テ
ロ
と
の
闘
い
―
「
中
国
人
・
朝
鮮
人
強
制
連
行
」
の
ウ
ソ

を
暴
く
』
と
い
う
歴
史
改
ざ
ん
主
義
本
を
出
し
、
近
年
で
は
行
動

保
守
グ
ル
ー
プ
「
そ
よ
風
」
主
催
で
講
演
を
行
い
、
旭
川
の
「
中

国
人
強
制
連
行
事
件
殉
難
烈
士
慰
霊
祭
」
な
ど
に
直
接
意
図
的
な

嫌
が
ら
せ
行
為
を
右
翼
活
動
家
の
村
田
春
樹
と
と
も
に
行
な
っ
て

い
る
。

（
1
）
井
上
鉱
一
「
弔
辞
」
河
野
本
道
先
生
追
悼
文
集
刊
行
会
編

『
無
言
の
背
中
―
河
野
本
道
さ
ん
追
悼
文
集
』
北
海
道
出
版
企
画

セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
六
年
、
一
八
頁
。
清
水
昭
俊
の
回
想
で
は
、

「
文
人
斗
争
の
メ
ン
バ
ー
は
、
東
大
内
の
集
団
行
動
で
の
み
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
石
を
投
げ
た
が
、
示
威
的
行
進
を
除
い
て
、

ゲ
バ
棒
は
も
た
な
か
っ
た
と
思
う
。
文
人
斗
争
委
は
独
自
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
用
意
し
な
か
っ
た
。
か
ぶ
る
に
し
て
も
、
行
動
の
現
場

に
借
り
る
と
い
う
急
場
の
調
達
方
法
だ
っ
た
」
と
し
て
、「
文
化

人
類
の
範
囲
で
は
、
研
究
室
の
『
封
鎖
』、
教
官
と
の
『
交
渉
、

追
及
、
糾
弾
』、
手
書
き
謄
写
印
刷
の
ビ
ラ
に
よ
る
態
度
表
明
が

主
な
行
動
形
態
だ
っ
た
」
と
「
今
か
ら
振
り
返
っ
て
幸
い
な
こ
と

に
、
教
官
と
の
間
で
、
ま
た
文
人
斗
争
に
反
対
し
た
院
生
と
の
間

で
、
身
体
的
な
暴
力
は
な
か
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
清
水

昭
俊
『
こ
れ
ま
で
の
仕
事
、
こ
れ
か
ら
の
仕
事
―
『
最
終
講
義
』

増
補
版
』
私
家
版
、
二
〇
〇
六
年
、
七
頁
。

（
1
）
た
と
え
ば
、
木
名
瀬
高
嗣
は
、
ア
メ
リ
カ
の
人
類
学
界
に
お

い
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
人
類
学
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
こ
と
が

き
っ
か
け
で
研
究
倫
理
に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、

「
日
本
に
お
い
て
そ
う
し
た
議
論
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
一
九

六
八
年
九
月
に
東
京
と
京
都
で
開
催
さ
れ
る
『
第
八
国
際
人
類

学
・
民
族
学
会
議
』
の
前
後
に
企
画
さ
れ
て
い
た
北
海
道
白
老
町

で
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
」
だ
っ
た
、
と
同
会
議
を
位
置
づ
け
て

い
る
。
後
ほ
ど
本
文
に
お
い
て
も
述
べ
る
が
、
同
じ
文
人
闘
争
委

メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
清
水
昭
俊
と
河
野
は
、
同
会
議
の
組
織
委
員
会

北
海
道
小
委
員
会
に
批
判
文
を
送
っ
た
。
木
名
瀬
高
嗣
「
研
究

ノ
ー
ト
『
ア
イ
ヌ
民
族
綜
合
調
査
』
と
戦
後
日
本
の
文
化
人
類
学

―
泉
精
一
の
『
挫
折
』
を
め
ぐ
る
覚
え
書
き
」『
神
奈
川
大
学
国

際
常
民
文
化
研
究
機
構
年
報
』
第
五
巻
、
二
〇
一
三
年
、
一
一
九

～
一
三
二
頁
、
一
二
九
頁
。

（
1
）
た
と
え
ば
、
応
援
に
駆
け
つ
け
た
「
在
日
特
権
を
許
さ
な
い

市
民
の
会
」（「
在
特
会
」）
北
海
道
支
部
の
メ
ン
バ
ー
（
当
時
）

が
何
名
か
会
場
に
い
た
こ
と
をSN

S

な
ど
で
誇
っ
て
み
せ
た
：

https://w
w

w
.facebook.com

/events/11111（111111111/? 
active_tab=

discussion&
_xt_=

11.%
1B

%
11logging_

data%
11%

1A
%

1B%
11profile_id%

11%
1A

11111（11111111
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1%
1C

%
11event_type%

11%
1A

%
11clicked_view

_event_
posts%

11%
1C%

11im
pression_info%

11%
1A

%
11eyJm

Ijp1
Im

l1ZW
（fY

11（bnQ
iO

iIw
In（1%

11%
1C%

11surface%
11%

1
A

%
11w

w
w

_events_perm
alink%

11%
1C

%
11interacted_

story_type%
11%

1A
%

11（111（11111（11111%
11%

1C%
11s

ession_id%
11%

1A
%

11（e1ab1a1111ceba111f111ce11b11d
1（%

11%
1D

%
1D

（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
九
日
に
ア
ク
セ
ス
）。

（
（1
）
冨
山
一
郎
「
沖
縄
へ
の
こ
だ
わ
り
―
大
阪
・
大
正
区
」
原
尻

英
樹
編
『
世
界
の
民
族
―
「
民
族
」
形
成
と
近
代
』
放
送
大
学
教

育
振
興
会
、
一
九
九
八
年
、
二
〇
～
三
二
頁
、
二
〇
頁
。

（
（（
）
冨
山
「
沖
縄
へ
の
こ
だ
わ
り
―
大
阪
・
大
正
区
」
二
〇
頁
。

（
（1
）
当
日
の
発
表
はY

ouT
ube

に
投
稿
さ
れ
て
あ
る
。https://

w
w

w
.youtube.com

/w
atch?v=

E
1tM

oC
U

oY
pg https://

w
w

w
.youtube.com

/w
atch?v=J（Q

A
d1T

1O
H

Y
. 

な
お
、
投

稿
者
のSA

N
GA

は
北
海
道
の
在
特
会
そ
の
他
の
行
動
保
守
の

生
中
継
な
ど
映
像
関
係
の
担
当
者
で
あ
る
。「
日
本
の
た
め
行
動

す
る
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
記
録
が
残
っ
て
い
る
：http://

nikkoukai.com
/hokoku（11111/

。「
デ
タ
ラ
メ
」
発
言
は

11:11

か
ら
。

（
（1
）
冨
山
「
沖
縄
へ
の
こ
だ
わ
り
―
大
阪
・
大
正
区
」
三
一
頁
。

（
（1
）11:（（

か
ら
：https://w

w
w

.youtube.com
/w

atch?v=J（Q
 

A
d1T

1O
H

Y

（
（1
）11:11

か
ら
：https://w

w
w

.youtube.com
/w

atch?v=J（Q
 

A
d1T

1O
H

Y
 

こ
の
「『
民
族
』
は
帝
国
議
会
に
よ
っ
て
国
民
の

精
神
的
統
合
を
図
る
た
め
に
政
治
的
に
流
布
さ
れ
た
」
と
い
う
議

論
は
、
河
野
本
道
「
緊
急
提
言
！
『
先
住
民
族
』
と
し
て
の
『
ア

イ
ヌ
民
族
』
は
虚
像
の
利
権
集
団
」『
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
二

月
号
、
四
七
〇
号
、
二
〇
〇
八
年
、
二
四
～
二
七
頁
や
（
小
林
よ

し
の
り
と
の
対
談
）「
緊
急
提
言
！
ア
イ
ヌ
問
題
の
『
な
ん
か
ヘ

ン
』
を
解
き
ほ
ぐ
せ
」『
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
〇
月
号
、
四
六

八
号
、
二
〇
〇
八
年
、
三
〇
～
三
五
頁
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
後
に
小
林
よ
し
の
り
の
漫
画
に
お
け
る
「
西
洋
列
強
」
に

対
す
る
「
大
和
民
族
」
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
統
合
の
た
め
の
精
神

的
・
政
治
的
言
葉
」
と
い
う
一
コ
マ
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
に
な

る
。『
わ
し
ズ
ム
―
日
本
国
民
と
し
て
の
ア
イ
ヌ
』
二
八
号
、

SA
PIO

増
刊
・
秋
号
、
二
〇
〇
八
年
、
四
九
～
五
〇
頁
。

（
（1
）（1:1（

か
ら
：https://w

w
w

.youtube.com
/w

atch?v=J（Q
 

A
d1T

1O
H

Y

こ
の
記
事
は
「
金
子
市
議
書
き
込
み　

専
門
家
に
聞
く
」
と
い
う

副
題
の
あ
る
も
の
で
、
見
出
し
に
括
弧
が
つ
い
て
い
る
の
は
、
そ

れ
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
の
要
約
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
北
海

道
大
学
ア
イ
ヌ
・
先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー
の
舟
菊
逸
治
と
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
か
ら
な
る
も
の
で
、
中
で
舟
菊
は
「
例
え
固
有
の
言
語

や
伝
統
文
化
が
失
わ
れ
た
と
し
て
も
、
過
去
と
の
連
続
性
を
保
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ち
、
同
じ
民
族
に
属
す
る
意
識
を
持
っ
た
人
々
の
集
ま
り
で
あ
る

以
上
、
ア
イ
ヌ
は
民
族
と
し
て
存
在
す
る
」
と
発
言
し
て
い
る
。

「『
ア
イ
ヌ
民
族　

存
在
す
る
』
―
金
子
市
議
書
き
込
み　

専
門
家

に
聞
く
」『
北
海
道
新
聞
』
二
〇
一
四
年
八
月
二
一
日
。

（
（1
）（1:11
か
ら
：https://w

w
w

.youtube.com
/w

atch?v=J（Q
 

A
d1T

1O
H

Y
。

（
（1
）
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
記
録
も
「
日
本
の
た
め
行
動
す
る
会
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
残
っ
て
い
る
：http://nikkoukai.com

/
hokoku（11111/

。
こ
こ
で
の
河
野
の
発
言
は
前
回
と
ほ
ぼ
同
じ

も
の
だ
っ
た
。

（
（1
）
師
岡
康
子
『
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
は
何
か
』
岩
波
書
店
、
二

〇
一
三
年
。
自
由
権
規
約
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
条
約
な
ど
に
基
づ
い
て
い
る
「
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
煽
動
」
に
関

す
る
規
程
は
ま
た
、
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言

第
八
条
の
二
（
ｅ
）
の
「
先
住
民
族
に
対
す
る
人
種
的
ま
た
は
民

族
的
差
別
の
助
長
又
は
扇
動
を
意
図
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
宣

伝
」
に
対
す
る
国
の
措
置
を
講
じ
る
義
務
に
も
反
映
さ
れ
て
い

る
。

（
11
）
金
子
の
辞
職
勧
告
を
求
め
る
一
五
〇
〇
〇
名
の
市
民
の
署
名

を
札
幌
市
議
会
に
提
出
し
た
市
民
グ
ル
ー
プSA

PPO
RO

 
A

GA
IN

ST
 RA

CISM

の
署
名
説
明
文
は
、
発
言
の
こ
の
三
段

階
の
中
傷
性
を
明
確
に
把
握
し
て
い
た
：https://w

w
w

.

change.org/p/

札
幌
市
議
会
議
長
―
高
橋
―
克
朋
―
様
―
ア
イ

ヌ
民
族
へ
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
撤
回
し
な
い
札
幌
市
議
会
議
員

―
金
子
や
す
ゆ
き
に
対
す
る
議
員
辞
職
勧
告
決
議
を
求
め
ま

す?recruiter=11111111&
utm

_cam
paign=tw

itter_link_
action_box&

utm
_m

edium
=tw

itter&
utm

_source=share_
petition

。
青
木
陽
子
「
札
幌
に
お
け
る
カ
ウ
ン
タ
ー
行
動
と
金

子
市
議
へ
の
議
員
辞
職
勧
告
決
議
を
も
と
め
る
署
名
活
動
」
岡
和

田
、
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
編
『
ア
イ
ヌ
民
族
否
定
論
に
抗
す
る
』

一
三
六
～
一
四
八
頁
も
見
よ
。

（
1（
）
川
田
匡
桐
は
、
厚
別
の
元
札
幌
市
議
会
議
員
で
あ
り
、
自
民

党
札
幌
支
部
連
合
会
広
報
委
員
長
、
日
本
会
議
北
海
道
本
部
常
任

理
事
で
、
長
年
札
幌
の
行
動
す
る
保
守
と
の
街
宣
や
デ
モ
、
講
演

会
な
ど
の
協
力
を
し
て
き
た
。
ア
イ
ヌ
民
族
否
定
の
イ
ベ
ン
ト
の

ほ
か
、
市
議
会
に
お
い
て
も
、
北
海
道
は
明
治
以
前
か
ら
ず
っ
と

日
本
国
の
固
有
の
領
土
で
あ
っ
た
な
ど
と
公
言
し
て
い
る
。
現

在
、
政
経
セ
ミ
ナ
ー
を
定
期
的
に
主
催
し
て
い
る
。

（
11
）『
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
連
載
／
第
一
回
「
緊
急
提
言
！
政
争

の
具
に
さ
れ
る
先
住
民
論
議
」『
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
七
月
号
、

四
六
五
号
、
二
〇
〇
八
年
、
四
二
～
四
三
頁
／
第
二
回
「
緊
急
提

言
！
国
会
議
員
と
自
称
『
ア
イ
ヌ
民
族
』
に
よ
る
虚
像
の
創
出

劇
」『
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
八
月
号
、
四
六
六
号
、
二
〇
〇
八
年
、

三
四
～
三
七
頁
／
第
三
回
「
緊
急
提
言
！
虚
像
の
『
ア
イ
ヌ
民
族
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＝
先
住
民
族
』
創
出
の
ル
ー
ツ
と
は
？
」『
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

九
月
号
、
四
六
七
号
、
二
〇
〇
八
年
、
四
四
～
四
五
頁
／
第
四
回

（
小
林
よ
し
の
り
と
の
対
談
）「
緊
急
提
言
！
ア
イ
ヌ
問
題
の
『
な

ん
か
ヘ
ン
』
を
解
き
ほ
ぐ
せ
」『
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
〇
月
号
、

四
六
八
号
、
二
〇
〇
八
年
、
三
〇
～
三
五
頁
／
第
五
回
（
門
別
薫

と
の
対
談
）「
緊
急
提
言
！
ア
イ
ヌ
系
の
人
々
の
中
に
「
人
権
の

壁
」
を
つ
く
っ
た
の
は
誰
だ
!?
」『
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
一
月

号
、
四
六
九
号
、
二
〇
〇
八
年
、
八
六
～
九
三
頁
／
第
六
回
「
緊

急
提
言
！
『
先
住
民
族
』
と
し
て
の
『
ア
イ
ヌ
民
族
』
は
虚
像
の

利
権
集
団
」『
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
二
月
号
、
四
七
〇
号
、
二

〇
〇
八
年
、
二
四
～
二
七
頁
／
第
七
回
「
緊
急
提
言
！
体
制
に
依

存
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
系
諸
団
体
の
歴

史
」『
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
月
号
、
四
七
一
号
、
二
〇
〇
八
年
、

二
八
～
三
一
頁
。
河
野
が
初
め
て
小
林
よ
し
の
り
の
漫
画
に
描
か

れ
る
の
は
、
小
林
よ
し
の
り
「
ゴ
ー
マ
ニ
ズ
ム
宣
言　

第
三
五
章　

ア
イ
ヌ
は
先
住
民
族
な
の
か
？
」「SA

PIO

」
二
〇
〇
八
年
一
一

月
一
二
日
発
売
号
、
六
一
～
六
六
頁
、
六
三
頁
（
後
に
小
林
よ
し

の
り
『
ゴ
ー
マ
ニ
ズ
ム
宣
言N

EO
 

1 

日
本
の
タ
ブ
ー
』
小
学

館
、
二
〇
〇
九
年
に
再
録
）
で
あ
る
。「
日
本
国
民
と
し
て
の
ア

イ
ヌ
」
と
題
し
た
小
林
よ
し
の
り
責
任
編
集
の
『
わ
し
ズ
ム
』
特

集
に
も
河
野
は
「〈
ア
イ
ヌ
系
日
本
国
民
〉
を
『
ア
イ
ヌ
民
族
』

と
言
え
な
い
学
術
的
根
拠
」
と
い
う
文
章
を
書
き
下
ろ
し
（『
わ

し
ズ
ム
―
日
本
国
民
と
し
て
の
ア
イ
ヌ
』
二
八
号
、SA

PIO

増

刊
・
秋
号
、
二
〇
〇
八
年
、
五
九
～
六
四
頁
）、
小
林
よ
し
の
り

「
撃
論
版
ゴ
ー
マ
ニ
ズ
ム
宣
言　

沖
縄
と
ア
イ
ヌ
、
同
化
を
ど
う

考
え
る
か
」
西
村
幸
祐
責
任
編
集
『
沖
縄
と
ア
イ
ヌ
の
真
実
』

O
A

K
 M

O
O

K

オ
ー
ク
ラ
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
九
～
二
六
頁
、

一
一
頁
に
も
彼
が
再
び
登
場
し
て
い
る
。

（
11
）
自
ら
「
ア
イ
ヌ
系
日
本
人
」「
ア
イ
ヌ
系
日
本
国
民
」「
日
本

人
」
な
ど
と
名
乗
る
砂
澤
は
、
二
〇
〇
九
年
に
ブ
ロ
グ
「
後
進
民

族
ア
イ
ヌ
」
を
開
設
し
、「
ア
イ
ヌ
利
権
」
を
暴
露
し
て
い
る
と

い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
つ
く
り
で
自
身
の
ア
イ
ヌ
民
族
否
定
を
繰

り
広
げ
て
き
た
。
二
〇
一
六
年
に
は
、
北
海
道
の
土
地
を
外
国
人

が
「
爆
買
い
」
し
て
、
そ
れ
に
ま
る
で
「
ア
イ
ヌ
利
権
」
が
絡
ん

で
い
る
か
の
よ
う
に
煽
動
本
『
北
海
道
が
危
な
い
』
育
鵬
社
、
二

〇
一
六
年
を
公
刊
し
て
い
る
。

（
11
）
こ
の
番
組
は
今
も
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
の
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
ア

カ
ウ
ン
ト
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
：https://w

w
w

.youtube.
com

/w
atch?v=1SK

1JJ1W
U

Bg

（
11
）
当
日
の
発
表
題
名
は
、
川
田
匡
桐
「
故
郷
が
奪
わ
れ
る
！
ア

イ
ヌ
問
題
を
問
う
―
ア
イ
ヌ
を
利
用
し
た
反
日
政
策
」
／
河
野
本

道
「『
ア
イ
ヌ
』
と
い
う
用
語
の
理
解
の
仕
方
」：https://

am
eblo.jp/kaw

ata-tadahisa/entry-（（111111111.htm
l

。

（
11
）
こ
の
学
習
会
の
登
壇
者
そ
れ
ぞ
れ
発
表
の
題
名
は
以
下
の
通
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り
で
あ
る
。
河
野
本
道
「『
ア
イ
ヌ
民
族
』
と
い
う
名
の
誤
謬
―

副
読
本
問
題
の
動
向
」
／
的
場
光
昭
「
ア
イ
ヌ
先
住
民
族
不
都
合

な
真
実
―
上
村
英
明
氏
ら
の
歴
史
の
捏
造
」
／
川
田
匡
桐
「
札
幌

を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ア
イ
ヌ
民
族
に
よ
る
税
金
収
奪
」
／

小
野
寺
秀
「
北
海
道
議
会
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
民
族
政
策
へ
の
提

言
」
／
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
砂
澤
陣
（
当
日
フ
ラ
イ
ヤ
ー
に
よ

る
：https://blog-im

gs-11-origin.fc1.com
/k/o/u/

koushinm
inzoku/chirashi1.jpg

）。
そ
の
後
の
小
中
学
生
向
け

の
副
読
本
修
整
問
題
お
よ
び
政
治
的
介
入
と
し
て
修
整
を
撤
回
さ

せ
た
市
民
運
動
に
つ
い
て
は
、
門
田
耕
作
「
人
権
コ
ラ
ム
―
ア
イ

ヌ
副
読
本
『
修
整
』
問
題
は
『
日
本
人
問
題
』」
こ
と
ば
マ
ガ
ジ

ン
、
朝
日
新
聞
校
閲
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
年
六
月
八
日
：

http://w
w

w
.asahi.com

/special/kotoba/archive11（1/
kouetsu/11（1111111111.htm

l

、「
小
中
学
生
の
ア
イ
ヌ
副
読

本 

市
民
運
動
で
『
修
整
』
撤
回
―
不
当
な
政
治
的
介
入 
許
さ
な

い
」『
し
ん
ぶ
ん 

赤
旗
』
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
八
日
：http://

w
w

w
.jcp.or.jp/akahata/aik（1/11（1-（1-11/11（1（11111_1（ 

_（.htm
l.

（
11
）
河
野
本
道
先
生
追
悼
文
集
刊
行
会
『
無
言
の
背
中
―
河
野
本

道
さ
ん
追
悼
文
集
』
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
六

年
。

（
11
）
河
野
本
道
先
生
追
悼
文
集
刊
行
会
『
無
言
の
背
中
―
河
野
本

道
さ
ん
追
悼
文
集
』、
一
頁
。

（
11
）
井
上
「
弔
辞
」『
無
言
の
背
中
―
河
野
本
道
さ
ん
追
悼
文
集
』

一
八
頁
。

（
11
）『
無
言
の
背
中
―
河
野
本
道
さ
ん
追
悼
文
集
』
一
頁
、
七
八

頁
。

（
1（
）
野
澤
緯
三
男
「
編
集
後
記
に
か
え
て
」『
無
言
の
背
中
―
河
野

本
道
さ
ん
追
悼
文
集
』
一
頁
、
七
八
頁
。

（
11
）
河
野
が
長
年
支
援
し
た
樺
太
ア
イ
ヌ
協
会
会
長
の
田
澤
守
の

言
葉
で
あ
る
。
田
澤
守
「
私
に
と
っ
て
大
切
な
『
杭
』」『
無
言
の

背
中
―
河
野
本
道
さ
ん
追
悼
文
集
』
三
六
～
三
七
頁
。

（
11
）
清
水
昭
俊
「
河
野
本
道
さ
ん
の
包
括
的
な
ア
イ
ヌ
認
識
」『
無

言
の
背
中
―
河
野
本
道
さ
ん
追
悼
文
集
』
二
九
～
三
〇
頁
。

（
11
）
清
水
「
河
野
本
道
さ
ん
の
包
括
的
な
ア
イ
ヌ
認
識
」『
無
言
の

背
中
―
河
野
本
道
さ
ん
追
悼
文
集
』
二
九
頁
。

（
11
）
河
野
本
道
「
現
代
の
『
ア
イ
ヌ
民
族
』」『
周
辺
民
族
の
現
在
』

世
界
思
想
社
、
一
九
九
八
年
、
一
五
二
～
一
六
八
頁
。

（
11
）
清
水
「
河
野
本
道
さ
ん
の
包
括
的
な
ア
イ
ヌ
認
識
」『
無
言
の

背
中
―
河
野
本
道
さ
ん
追
悼
文
集
』
二
九
頁
。

（
11
）
酒
井
直
樹
「
非
本
来
的
国
民
の
排
除
と
統
合
―
『
ホ
ワ
イ

ト
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
』
と
日
本
の
国
民
主
義
」
ガ
ッ
サ
ン
・
ハ
ー
ジ

著
、
保
苅
実
、
塩
原
良
和
訳
『
ホ
ワ
イ
ト
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
―
ネ

オ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
批
判
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
三
年
、
三
七
一
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～
三
八
五
頁
、
三
七
八
～
三
七
九
頁
。

（
11
）
酒
井
「
非
本
来
的
国
民
の
排
除
と
統
合
―
『
ホ
ワ
イ
ト
・
ネ

イ
シ
ョ
ン
』
と
日
本
の
国
民
主
義
」
三
七
九
頁
。

（
11
）
小
川
正
人
『
近
代
ア
イ
ヌ
教
育
制
度
史
研
究
』
北
海
道
大
学

図
書
刊
行
会
、
一
九
九
七
年
、
五
頁
。

（
11
）
海
保
嶺
夫
「
和
人
地
権
力
の
形
成
―
渡
党
の
性
格
を
め
ぐ
っ

て
」
加
藤
栄
一
、
北
島
万
次
、
深
谷
克
己
編
『
幕
藩
制
国
家
と
異

域
・
異
国
』
校
倉
書
房
、
一
九
八
九
年
、
四
七
～
八
七
頁
、
四
九

～
五
〇
頁
。

（
1（
）
佐
々
木
昌
雄
「
映
画
『
ア
イ
ヌ
の
結
婚
式
』
に
ふ
れ
た
朝
日

新
聞
と
太
田
竜
の
文
章
に
つ
い
て
」『
亜
鉛
』
第
一
二
号
、
亜
鉛

編
集
室
、
一
六
～
三
〇
頁
、
二
九
頁
。

（
11
）
清
水
「
河
野
本
道
さ
ん
の
包
括
的
な
ア
イ
ヌ
認
識
」『
無
言
の

背
中
―
河
野
本
道
さ
ん
追
悼
文
集
』
二
九
～
三
〇
頁
。

（
11
）
た
と
え
ば
、
河
野
が
二
四
歳
の
時
に
書
い
た
、
こ
の
テ
ー
マ

に
関
す
る
最
初
の
文
章
で
は
、
彼
は
む
し
ろ
「
今
日
、
一
般
に

A
ynu

な
る
呼
称
は
、
当
該
研
究
者
間
に
於
て
も
極
め
て
そ
の
意

味
が
漠
然
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
ま
た
そ
れ

は
未
だ
一
人
種
、
一
民
族
と
し
て
も
定
説
的
に
概
念
づ
け
ら
れ
る

ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
」
か
ら
に
こ
そ
、「A

ynu

の
諸
系
統
に

つ
い
て
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
にA

ynu

の
究
明

に
当
つ
て
も
、
そ
の
手
掛
り
の
一
法
と
し
て
意
味
あ
る
こ
と
で
あ

ろ
う
と
察
せ
ら
れ
る
」
こ
と
を
研
究
動
機
に
し
て
い
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
を
究
明
す
る
た
め
に
、「
家
族
、
系
統
、
分
派
な
ど
に

関
す
る
経
験
上
の
記
憶
」、「
家
族
、
系
統
、
分
派
な
ど
に
関
す
る

口
伝
」、「
祖
先
神
に
関
す
る
神
話
」、
祖
印
で
あ
る
「Itokpa

お

よ
び
こ
れ
と
同
類
別
名
な
る
も
の
」、
女
性
が
身
に
つ
け
る
下
紐

で
あ
る
「U

psor-un-kut

（
懐
帯
）
お
よ
び
こ
れ
と
同
類
別
名
な

る
も
の
」、「K

uw
a

（
墓
標
）
お
よ
び
こ
れ
と
同
類
別
名
な
る
も

の
」、「
そ
の
他
」
の
七
つ
の
分
類
事
項
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で

も
や
は
り
そ
れ
ら
の
重
視
に
関
す
る
「
地
方
的
な
差
違
に
注
目
し

て
然
る
べ
き
」
と
言
う
が
、
そ
れ
は
「
諸
々
の
民
族
に
於
る
と
同

様A
ynu

に
あ
つ
て
も
ま
た
、
系
統
な
い
し
分
派
的
差
違
と
以
上

の
補
助
的
役
割
を
な
す
事
柄
に
於
る
地
域
的
差
違
と
が
非
常
に
し

ば
し
ば
一
致
す
る
こ
と
を
期
待
し
得
る
か
ら
」
だ
、
と
い
う
説
明

を
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
「
諸
々
の
民
族
」
と
は
ど
の
よ

う
な
「
民
族
」
な
の
か
。
ま
た
、
こ
の
論
文
の
時
点
で
は
、
前
近

代
に
お
け
る
地
域
的
多
様
性
を
「
諸
々
の
民
族
」
に
あ
る
の
と
同

じ
よ
う
な
も
の
と
し
て
把
握
し
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
一

方
、「A

ynu

な
い
しA

ynu

の
後
商
と
し
て
のPost-A

ynu

」

と
い
う
言
い
方
を
こ
の
時
点
か
ら
河
野
が
し
て
い
る
の
も
ま
た
驚

く
べ
く
、次
回
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
河
野
本
道
「A

ynu
の
諸
系
統
に
関
す
る
研
究
史
概
要
お
よ
び
研
究
法
一
考
―
特
に
文

化
人
類
学
研
究
に
於
る
場
合
」『
ア
イ
ヌ
・
モ
シ
リ
』
第
九
号
、



86

北
海
道
学
芸
大
学
考
古
学
研
究
会
、
一
九
六
三
年
、
一
一
～
一
六

頁
、
一
一
～
一
二
頁
。
な
お
、
別
箇
所
で
彼
は
「
民
族
」
を
以
下

の
よ
う
に
も
述
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
：「
人
類
は
そ
の
中
に
あ
る

数
あ
る
大
枠
の
自
立
的
な
社
会
が
、
互
い
に
地
上
を
地
域
的
に
住

み
分
け
る
こ
と
に
よ
り
共
存
、
共
生
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
各
々

の
社
会
の
構
成
員
は
、
そ
の
属
す
る
社
会
が
占
め
て
い
る
地
域
の

自
然
環
境
に
適
応
あ
る
い
は
順
応
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に

根
ざ
し
て
き
た
。
概
し
て
『
民
族
』
は
、
無
意
識
的
に
せ
よ
、
意

識
的
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
人
類
の
基
本
的
な
あ
り
方
を
守
っ
て

存
立
し
て
き
た
基
礎
的
集
団
で
あ
る
」。
河
野
本
道
編
「『
対
ア
イ

ヌ
政
策
法
規
類
集
』
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
一

年
。

（
11
）
河
野
「
現
代
の
『
ア
イ
ヌ
民
族
』」
一
六
一
頁
。

（
11
）
河
野
「
現
代
の
『
ア
イ
ヌ
民
族
』」
一
六
二
頁
。

（
11
）
最
上
徳
内
「
渡
島
筆
記
」
高
倉
新
一
郎
編
『
日
本
庶
民
生
活

史
料
集
成
―
探
検
・
紀
行
・
地
誌
：
北
方
篇
』
第
四
巻
、
三
一
書

房
、
一
九
六
九
年
、
五
二
一
～
五
四
三
頁
、
五
二
三
頁
。
傍
点
は

原
文
の
ま
ま
で
あ
る
：「
自
稱

4

4

し
て
ア
ヰ
ノ
と
い
ふ
。
何
の
義
た

る
こ
と
を
し
ら
ず
、
ア
ヰ
ノ
も
亦
自
ら
解
す
る
こ
と
な
し
。
こ
れ

を
呼
ん
で
ゑ
ぞ
と
い
へ
ば
喜
ば
ず
。」。
な
お
、
史
料
集
成
編
者
の

高
倉
は
以
下
の
補
註
を
付
し
て
い
る
：「
最
初
は
ア
イ
ノ
と
書
か

れ
て
い
た
が
バ
チ
ェ
ラ
ー
博
士
が
ア
イ
ヌ
と
発
音
す
べ
き
だ
と
主

張
し
て
か
ら
ア
イ
ヌ
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
で
も
い
い
。

ノ
と
ヌ
の
中
間
音
だ
と
い
え
る
。」（
五
四
一
頁
）。
ゲ
オ
ル
ク
・

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
グ
ス
ド
ル
フ
著
、
山
本
秀
峰
訳

『
ラ
ン
グ
ス
ド
ル
フ
日
本
紀
行
』
露
蘭
堂
、
二
〇
一
六
年
。
な
お
、

「
ア
イ
ヌ
」
に
相
当
す
る
語
の
最
古
の
記
述
と
さ
れ
て
い
る
の
が

D
e Iezorum

 insula

（
一
五
九
一
年
）
と
題
し
た
作
者
不
明
の

ラ
テ
ン
語
文
書
で
、
松
前
慶
広
が
京
都
で
豊
臣
秀
吉
に
拝
謁
し
た

際
に
同
行
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
か
ら
イ
エ
ズ
ス
会
の
神
父
、
イ
グ
ナ

シ
オ
・
モ
レ
イ
ラ
がA

inom
oxori

（
ア
イ
ノ
モ
ソ
リ
）（
カ
ム
イ

モ
シ
リ
に
対
し
て
の
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
、
人
間
の
国
）
お
よ
び

Rebuncur

（
レ
ブ
ン
ク
ル
）（
レ
プ
ン
ク
ル
、
沖
・
に
い
る
・
人
、

海
外
の
人
）
と
い
う
語
を
聞
き
出
し
て
い
る
も
の
だ
と
さ
れ
て
い

る
。Sakuzaem

on K
odam

a, A
inu H

istorical and 
A

nthropological Studies, H
okkaido U

niversity School of 
M

edicine, （111, p. （1

（
児
玉
作
左
衛
門
『
明
治
前
日
本
人
類

学
・
先
史
学
史
―
ア
イ
ヌ
民
族
史
の
研
究
（
黎
明
期
）』
日
本
学

術
振
興
会
、
一
九
七
一
年
）
／
高
倉
新
一
郎
「
蝦
夷
地
」（
一
九

五
九
年
）『
高
倉
新
一
郎
著
作
集
』
第
二
巻
、
北
海
道
出
版
企
画

セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
五
、
二
〇
七
頁
。D

onald F. Lach, A
sia 

in the M
aking of E

urope, V
olum

e I: T
he Century of 

D
iscovery, U

niversity of Chicago Press, （111, pp. 111-
111

を
も
参
照
。
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類学者：河野本道のアイヌ民族否定論（上）

（
11
）
清
水
「
河
野
本
道
さ
ん
の
包
括
的
な
ア
イ
ヌ
認
識
」『
無
言
の

背
中
―
河
野
本
道
さ
ん
追
悼
文
集
』
三
〇
頁
。

（
11
）Richard Siddle, R

ace, R
esistance and the A

inu of 
Japan, Routledge, （111, pp. （11-（11, 

須
貝
光
夫
『
こ
の
魂
を

ウ
タ
リ
に
―
鳩
沢
佐
美
夫
の
世
界
』
栄
光
出
版
社
、
一
九
七
六

年
、
一
九
五
～
二
〇
〇
頁
。

（
11
）
清
水
「
河
野
本
道
さ
ん
の
包
括
的
な
ア
イ
ヌ
認
識
」『
無
言
の

背
中
―
河
野
本
道
さ
ん
追
悼
文
集
』
三
〇
頁
。

（
11
）
大
坂
拓
「
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
」『
太
陽
の
地
図
帳
11 

ア
イ

ヌ
の
世
界
を
旅
す
る
』
平
凡
社
、
二
〇
一
四
頁
、
七
～
九
頁
、
九

頁
。

（
1（
）
清
水
昭
俊
、
冨
山
一
郎
、
太
田
好
信
「
鼎
談
―
文
化
人
類
学

の
可
能
性
」『
現
代
思
想
』
六
月
号
、
一
九
九
八
年
、
三
二
～
五

五
頁
、
三
八
頁
。

（
11
）
清
水
昭
俊
、
冨
山
一
郎
、
太
田
好
信
「
鼎
談
―
文
化
人
類
学

の
可
能
性
」
四
〇
頁
。

（
11
）
清
水
昭
俊
、
冨
山
一
郎
、
太
田
好
信
「
鼎
談
―
文
化
人
類
学

の
可
能
性
」
四
〇
頁
。

（
11
）
河
野
本
道
『
ア
イ
ヌ
史
／
概
説
』
北
方
新
書
、
北
海
道
出
版

企
画
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
六
年
、
一
七
～
一
八
頁
。

（
11
）
清
水
昭
俊
、
冨
山
一
郎
、
太
田
好
信
「
鼎
談
―
文
化
人
類
学

の
可
能
性
」
四
一
頁
。

（
11
）
河
野
「
緊
急
提
言
！
国
会
議
員
と
自
称
『
ア
イ
ヌ
民
族
』
に

よ
る
虚
像
の
創
出
劇
」
三
七
頁

（
11
）（
小
林
よ
し
の
り
と
の
対
談
）「
緊
急
提
言
！
ア
イ
ヌ
問
題
の

『
な
ん
か
ヘ
ン
』
を
解
き
ほ
ぐ
せ
」『
北
方
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
〇
月

号
、
四
六
八
号
、
二
〇
〇
八
年
、
三
〇
～
三
五
頁
、
三
四
頁
。

（
11
）
河
野
本
道
「
現
代
の
『
ア
イ
ヌ
民
族
』」
一
六
五
頁
。
傍
点
は

筆
者
に
よ
る
。

（
11
）「
ホ
ン
ネ
で
語
る
北
海
道
独
立
論
（
後
編
）」『
北
方
ジ
ャ
ー
ナ

ル
』
三
月
号
、
四
六
一
号
、
一
〇
四
～
一
一
四
頁
、
一
一
三
頁
。

傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。

（
11
）「
ホ
ン
ネ
で
語
る
北
海
道
独
立
論
（
後
編
）」
一
一
四
頁
。

（
1（
）
植
木
哲
也
は
こ
れ
を
「
同
化
し
き
れ
な
い
ア
イ
ヌ
の
『
み
じ

め
な
』
姿
」
を
描
く
高
倉
新
一
郎
の
叙
述
に
見
つ
け
出
し
て
い

る
。
植
木
哲
也
『
新
版 

学
問
の
暴
力
』
春
風
社
、
二
〇
一
七
年
、

二
一
四
頁
。

（
11
）
一
九
三
一
年
の
論
文
、
河
野
広
道
「
墓
標
の
形
式
よ
り
見
た

る
ア
イ
ヌ
の
諸
系
統
」
河
野
広
道
著
作
集
刊
行
会
『
河
野
広
道
著

作
集
Ⅰ　

北
方
文
化
論
』
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七

一
年
、
五
二
～
八
一
頁
。

（
11
）
榎
森
進
「
歴
史
か
ら
み
た
ア
イ
ヌ
民
族
―
小
林
よ
し
の
り
氏

の
『
ア
イ
ヌ
民
族
』
否
定
論
を
批
判
す
る
」『
部
落
解
放
』
六
二

〇
号
、
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
～
二
四
頁
。
岡
和
田
、
ウ
ィ
ン
チ
ェ
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ス
タ
ー
編
『
ア
イ
ヌ
民
族
否
定
論
に
抗
す
る
』
三
九
～
四
四
頁
に

再
録
。

（
11
）
河
野
『
ア
イ
ヌ
史
／
概
説
』
一
六
九
～
一
七
〇
頁
。

（
11
）
小
川
『
近
代
ア
イ
ヌ
教
育
制
度
史
研
究
』
一
五
三
～
四
頁
。

（
11
）
河
野
『
ア
イ
ヌ
史
／
概
説
』
一
四
二
～
一
四
五
頁
。

（
11
）
喜
多
の
記
述
の
初
出
は
、
喜
多
章
明
「
旧
土
人
保
護
法
と
と

も
に
五
十
年
」『
コ
タ
ン
の
痕
跡
―
ア
イ
ヌ
人
権
史
の
一
断
面
』

旭
川
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
、
一
九
七
一
年
、
三
六
七
～
四
三
六

頁
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
喜
多
章
明
『
ア
イ
ヌ
沿
革
史
―
北
海
道
旧

土
人
保
護
法
を
め
ぐ
っ
て
』
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
一
九

八
七
年
、
一
七
四
～
二
四
九
頁
に
再
録
さ
れ
、
河
野
は
後
者
を
参

照
に
挙
げ
て
い
る
。

（
11
）
山
田
伸
一
『
近
代
北
海
道
と
ア
イ
ヌ
民
族
―
狩
猟
規
制
と
土

地
問
題
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
、
四
一
三
頁
。

（
11
）「
蕾
し
て
散
り
し 

伏
根
シ
ン
子
嬢
を
憶
ふ
」『
蝦
夷
の
光
』
創

刊
号
、
北
海
ア
イ
ヌ
協
会
、
一
九
三
〇
年
、
二
〇
～
二
一
頁
、

『
ア
イ
ヌ
史
―
活
動
史
編
』
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
、
一
九
九
四
年
、

四
二
～
四
三
頁
に
再
録
。

（
11
）
河
野
は
『
蝦
夷
の
光
』
創
刊
号
に
報
じ
て
い
た
女
性
の
死
を

注
釈
に
挙
げ
て
、
詩
は
「
同
嬢
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
指
摘

し
て
い
る
。
河
野
『
ア
イ
ヌ
史
／
概
説
』
一
四
五
頁
。

（
1（
）
河
野
『
ア
イ
ヌ
史
／
概
説
』
一
四
二
～
一
四
四
頁
。

（
11
）
河
野
『
ア
イ
ヌ
史
／
概
説
』
一
四
二
～
一
四
四
頁
。

（
11
）
山
田
『
近
代
北
海
道
と
ア
イ
ヌ
民
族
―
狩
猟
規
制
と
土
地
問

題
』
四
五
三
頁
。

（
11
）
山
田
『
近
代
北
海
道
と
ア
イ
ヌ
民
族
―
狩
猟
規
制
と
土
地
問

題
』
四
五
三
頁
。
今
回
で
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
人
種
差
別
主
義

ま
た
は
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
な
ど
に
関
す
る
社
会
科
学
理
論
を
歴
史
叙

述
に
お
い
て
活
用
し
て
き
た
ア
イ
ヌ
史
家
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ド

ル
は
、
近
現
代
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の
政
治
活
動
や
「
新
た
な
」
エ

ス
ニ
シ
テ
ィ
（
民
族
性
）
を
用
い
た
政
治
の
あ
り
方
を
、
河
野
の

よ
う
に
「
偽
り
も
の
」
や
「
幻
想
」
だ
と
言
い
張
る
こ
と
な
く
、

そ
の
具
体
的
な
史
的
条
件
の
下
で
の
日
常
生
活
の
営
み
の
結
果
と

し
て
み
る
と
い
う
、
河
野
と
は
ま
っ
た
く
対
照
的
な
歴
史
叙
述
を

行
っ
て
き
た
。
次
回
に
取
り
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。Siddle, 

R
ace, R

esistance and the A
inu of Japan.

（
11
）
山
田
『
近
代
北
海
道
と
ア
イ
ヌ
民
族
―
狩
猟
規
制
と
土
地
問

題
』
三
～
四
頁
。

（
11
）
石
純
姫
『
朝
鮮
人
と
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
的
な
つ
な
が
り
―

帝
国
の
先
住
民
・
植
民
地
支
配
の
重
層
性
』
寿
郎
社
、
二
〇
一
七

年
、
一
八
八
頁
。

（
11
）「
ホ
ン
ネ
で
語
る
北
海
道
独
立
論
（
後
編
）」
一
一
二
頁
。

（
11
）
野
間
易
通
『「
在
日
特
権
」
の
虚
構
―
ネ
ッ
ト
空
間
が
生
み
出

し
た
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
三
年
、
一
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八
七
頁
。
現
代
の
レ
イ
シ
ズ
ム
の
一
特
徴
と
し
て
、
社
会
的
多
数

者
と
少
数
者
と
の
間
に
存
在
す
る
歴
史
的
お
よ
び
構
造
的
な
非
対

称
性
を
無
視
し
た
、
と
に
か
く
「
人
々
の
平
等
へ
の
希
求
が
表
現

さ
れ
て
い
る
」
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
も
ま
さ
に
河
野
本
道
の
戦
後

に
お
い
て
ア
イ
ヌ
が
ど
う
あ
れ
「
基
本
的
な
権
利
か
ら
見
れ
ば
、

人
は
ど
こ
生
ま
れ
つ
こ
う
と
平
等
に
生
き
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
態
度
そ
の
も
の
で
あ
る
。
酒
井
直
樹
「
レ
イ
シ
ズ
ム
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
へ
の
視
座
」
鵜
飼
哲
、
酒
井
直
樹
、
テ
ッ
サ
・
モ
ー
リ

ス
＝
ス
ズ
キ
、
李
孝
徳
編
『
レ
イ
シ
ズ
ム
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
序

説
』
以
文
社
、
二
〇
一
二
年
を
見
よ
。


